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取扱説明書はメンテナンスノートと共に、

いつもお車に保管してください。

お車をゆずられるときは、つぎに所有さ

れるかたのためにこの取扱説明書および

メンテナンスノートを車につけておいて

ください。

ご不明な点は、担当セールスマンにおた

ずねください。

保証や点検整備に関することはメンテナ

ンスノートに記載しておりますので、ご

使用前に必ずお読みください。

車の仕様などの変更により、この本の内容と実車が一致しない場合がありますのでご了

承ください。

運転はルールを守り、マナーよく。

シートベルトを着用しましょう。

法定速度を守りましょう。

子供やお年寄りをいたわりましょう。

駐停車は、ルールに従いましょう。

迷惑運転はやめましょう。

自然環境保護に気をくばりましょう。

このたびは 車をお買い上げいただき、
ありがとうございます。

この本は の取り扱いについて
必要事項を説明しています。

安全で快適なドライブをお楽しみいただくために、
ご使用前に必ずお読みください。

０１／０８／０６　１０：０３：２５　３０Ｓ５Ｔ６００　０００１　
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本書の読みかた

重要ですので、しっかりお読みください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」を回避方法と共に、下記の表示で記載し

ています。これらは重要ですので、しっかりお読みください。

お車に関することや、その他のアドバイスは下記の表示を使って記載しています。

安全に関する表示

その他の表示

「安全ドライブのための必読５ポイント」

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至るもの

指示に従わないと、傷害を受ける可能性があるもの

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至る可能性があるもの

この本はドライバーの動作に沿って各部の取り扱いを説明しています。
また、装備、万一のときの応急処置、お車の手入れなど、必要な情報を説明しています。

お車のために守っていただきたいこと
知っておいていただきたいこと

知っておくと便利なこと
（車が故障・破損するのを防ぐためのアドバイ

ス、異常事態の処置方法を記載しています）

０１／０８／０６　１０：０３：３６　３０Ｓ５Ｔ６００　０００２　
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※このページはサンプルページですので、記載されている内容と実車は異なります。

階層ごとにデザインを
変えてあります

ページの内容を
示しています

に分けて記載しています。

装置／機構について
解説

操作方法

（→ ページ）

塗装面の保護とドアまわりの凍結を防

ぐために、ボディカバーを使ってくだ

さい。

ハンドルの高さを適切な位置に変えること

ができます。

レバーを押し下げ、ハンドルの高さを適切

な位置にして、レバーを元の位置まで確実

に引き上げて固定します。

走行中はミラーの調節を行わないでく

ださい。

夜間走行時、後続車のライトがまぶしいと

きにライトの反射を弱くできます。

ノブを動かして切り換えます。

角度調節はノブを昼間の位置にして行って

ください。

走行中に調節するとハンドルが必要以

上に動くことがあり、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。調節は走行

する前に行い、ハンドルに上下方向の

力を加え固定されていることを確認し

てください。

格納するとき、エンジン部を毛

布で覆ったり、ラジエーターの

まわりに段ボールや新聞紙をは

さみ込んだりしないでください。

そのまま走行すると、火災のお

それがあります。

積雪・寒冷時の取り扱い

ノブ

夜間
昼間

レレババーー

タイトル

安全に関する表示

ヘッダー

説明文

ページ
インデックス

●長期間使わないで

屋外におくとき

●防眩式ルームミラー

７．車との上手なつきあいかた

ハンドル・バックミラーの調節

ルームミラーチルトステアリング

０１／０８／０６　１０：０３：４４　３０Ｓ５Ｔ６００　０００３　
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P.5

P.6 9

P.204 212

目次と対応しているので、目的のページが
辞書を引くように探せます。

本書の上手な使いかた

知りたい項目の説明がすぐ探せるように、いろいろな引きかたが用意されています。

スイッチ類などの名称が
わからないとき

名称から探すとき

タイトルから探すとき

ページインデックス：

目次（ ）

ビジュアル目次
（ ～ ）

さくいん
（ ～ ）

０１／０８／０６　１０：０４：００　３０Ｓ５Ｔ６００　０００４　
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LSD

SRS

１．お出かけまえに
３．正しい知識で最適運転
５．こんなことにも注意をしよう

２．お子さまに思いやりを
４．駐車や停車はしっかりと

・各部の開閉
・

・シートの調節
・シートベルト

・メーター
・スイッチの使いかた

・表示灯
・運転のしかた

・警告灯
・

・
・アンチロックブレーキシステム

・エアコン ・オーディオ ・室内装備品

・けん引
・電気系統が異常のとき

・故障したとき
・パンクしたとき

・事故が起きたとき
・

・点検・整備について ・日常の手入れ ・

・積雪・寒冷時の取り扱い ・こんなときは

・
・その他の安全装備

・チャイルドシート固定装置ハンドル・バックミラーの調節

エアバッグシステム

・工具・スペアタイヤ・発炎筒
オーバーヒートしたとき

車にあった部品の使用

シートベルトプリテンショナー

リミテッドスリップデフ（ ）

目 次

車を運転する前に

万一のとき

車を運転するときに

安全装備

ドライブを快適にする装備

車の手入れ

車との上手なつきあいかた

・こんなことでお困りのとき 巻末

◆安全ドライブのための必読 ポイント

・サービスデータ

・さくいん

５

０１／０８／０６　１０：０４：０５　３０Ｓ５Ｔ６００　０００５　
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133
78

64
68
70

80
82

79
160

46
92

76
49

32

SRS

ビジュアル目次

運転席カップホルダー

ライト／方向指示器（ウィンカー）スイッチ

メーター

表示灯

警告灯

ワイパー／ウォッシャースイッチ

リヤデフロスタースイッチ

非常点滅表示灯（ハザード）

スイッチ

ヒューズボックス

チルトステアリングレバー

エアバッグシステム（運転席用）

エンジンスイッチ

ドアミラー調節スイッチ

ボンネット解錠ノブ

０１／０８／０６　１０：０４：０９　３０Ｓ５Ｔ６００　０００６　
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SRS 92
106
83

38

37
129
132
134
86

128
132
138

エアバッグシステム（助手席用）

ヒーター・エアコン

ホーンスイッチ

パワーウィンドースイッチ

フューエルリッドオープナー

灰皿

センターコンソールボックス

カップホルダー

パーキングブレーキ

シガレットライター

グローブボックス

発煙筒

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０４：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　０００７　
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131
127

126
130

127
47

88
44

50
45

60
58

ISO FIX

ビジュアル目次

リヤシェルフ

カーゴルーム照明灯

室内灯

サンバイザー

マップランプ

ルームミラー

チェンジレバー

フロントシート

シートベルト

リヤシート

テザータイプチャイルドシート固定装置

シートベルト（チャイルドシート固定機構付き）

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０４：１６　３０Ｓ５Ｔ６００　０００８　
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82
34

104
124

32
80
36

28
78 166

リヤワイパー

テールゲート

ハイマウントストップランプ

アンテナ

ボンネット

ワイパー

燃料補給口

ドアの施錠・解錠

ヘッドライト 、

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０４：２０　３０Ｓ５Ｔ６００　０００９　
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０１／０８／０６　１０：０４：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　００１０　
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14

18

20

22

ご使用の前に知っておいていただきたいこと、
守っていただきたいことをまとめてあります。

安全ドライブのための

必読 ポイント５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・●お出かけまえに ・

・・・・・・・・・・・・●お子さまに思いやりを ・

・・・・・・・・・・・・●正しい知識で最適運転 ・

・・・・・・・・・・●駐車や停車はしっかりと ・

・・・・・・●こんなことにも注意をしよう ・

０１／０８／０６　１０：０４：２６　３０Ｓ５Ｔ６００　００１１　
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Honda

日常点検は車の使用状況に応じて、
お客様の判断で適時行う点検で、お
客様自身で実施が可能な項目となっ
ています。

お出かけまえに・・・

シートベルトを正しく着用。

点検をわすれずに。
＜メンテナンスノート参照＞

＜５０ページ参照＞

走行中も車の状態に気を配り、いつ
もと違う音やにおい、運転感覚など
を感じたら早めに点検しましょう。

運転する人はもちろん、同乗する人
にも必ず着用させてください。

ベルトがくび、あご、顔などに当た
らないようにしてください。

一本のベルトを二人以上で使用しな
いでください。

シートに深く腰かけ、背もたれは必
要以上に倒さないでください。
腰骨のできるだけ低い位置に着用し
てください。

ベルトにねじれがないか確かめてく
ださい。

普段と違う点に気づいたら、ホンダ
プリモ店で点検を受けてください。
（音、におい、ブレーキ液の不足、
地面に油のあとが残っている時・・・）

道路運送車両法により、法定定期点
検と日常点検が義務づけられていま
す。
安全・快適にお使いいただくために、

の点検要領に従って必ず点
検してください。

安全ドライブのための必読 ポイント５

０１／０８／０６　１０：０４：４９　３０Ｓ５Ｔ６００　００１２　
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引火、爆発のおそれがあります。

車内や屋内などに排気ガスが侵入し
一酸化炭素中毒のおそれがあります。

ブレーキやアクセルのペダル操作が、
確実にできないおそれがあります。

後方視界をさまたげたり、急ブレー
キのときなどに荷物がとび出すおそ
れがあります。

車内に排気ガスが侵入するおそれが
あります。

燃料の入った容器やスプレー缶
などはのせないで。

排気ガスには十分に気をつけて。

運転のさまたげになるものには
注意を。

排気ガスには無色・無臭で有害な一
酸化炭素が含まれているため、吸い
込むと一酸化炭素中毒のおそれがあ
ります。
車庫や屋内などの換気の悪いところ
では、エンジンをかけたままにしな
いでください。

運転者の足もとに、物を置かないで
ください。
フロアマットが、ペダルに引っかか
らないように注意してください。

手荷物はシートの高さを越えないよ
うにしましょう。

排気管に穴や亀裂があったり、排気
音の異常に気づいたらホンダプリモ
店で点検を受けてください。

０１／０８／０６　１０：０５：０７　３０Ｓ５Ｔ６００　００１３　
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SRS

不意の動作が気になったり、スイ
ッチ・レバー類のいたずらなど運
転のさまたげになるおそれがあり
ます。また、事故が起きた場合、
後席のほうが安全といわれていま
す。
インストルメントパネルに手をつ
いたり、顔や胸を近づけた状態で
の乗車は、 エアバッグが膨ら
む際、強い衝撃を受けるおそれが
あり危険です。
お子さまを後席に乗せることがで
きなく、やむをえず助手席に乗せ
るときは、一番大きなお子さまを
乗せてください。

お子さまを抱いていても、衝突した
ときなどに支えることができず危険
です。

乳児用シート、幼児用シート、学
童用シートをまとめた総称として
「チャイルドシート」と呼んでいま
す。

お子さまに思いやりを

お子さまは、うしろの席に。

お子さまにもシートベルトを。

助手席にのせるのは避けましょう。

お子さまにも必ずシートベルトを着
用させるか、チャイルドシート を
お使いください。

※：

・

・

・

安全ドライブのための必読 ポイント５

※

０１／０８／０６　１０：０５：２０　３０Ｓ５Ｔ６００　００１４　
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ISO FIX

Honda

ISO FIX

ISO FIX

ISO FIX

kg

cmkg

cm

シートベルトをそのまま使うと衝
突のときに腹部などに強い圧迫を
受けるおそれがあります。
また、ひとりですわることのでき
ない小さなお子さまは乳児用シー
トを使用してください。

シート形状などにより、チャイル
ドシートを正しく取り付けできな
い席があります。このようなとき
は、他の席で試してください。ま
たは、この車に合ったチャイルド
シートを使用してください。

チャイルドシートは安全装備です。
国土交通大臣が型式を指定または
認定したマークが付いているもの、
もしくはアメリカやヨーロッパな
どの安全基準に合格しているもの
を必ず選んでください。

この車には、 テザータイ
プのチャイルドシートを固定する
ための専用バーとテザーアンカー
（アンカープレートアタッチメン
ト取り付けナット）が装備されて
います。
この車用に認可を取得したチャイ
ルドシートのみ固定し、使用する
ことが出来ます。

純正品をご用意していま
す。ご購入、ご使用に際してはホ
ンダプリモ店にご相談ください。

《選択の目安》
詳しくはチャイルドシートに付属の取
扱説明書をご覧ください。

テザータイプ

チャイルドシート固定装置

→６０ページ

体重（ ）

参考年令

９～１８

幼児用
（チャイルド）
シート
学童用

（ジュニア）
シート

乳児用
（ベビー）
シート

～１２か月

身長（ ）

１００～１３５

６５～１００

～７５～１０

７～１８

１５～３２

体重（ ）

身長（ ）

～７５

７５～１００

～９ ～９か月

参考年令

乳児用
（ベビー）
シート
幼児用

（チャイルド）
シート

４か月～４才

９か月～４才

４才～１０才

お子さまのくびやあごにシートベル
トがあたる場合や腰骨にかからない
場合は、幼児用シートや学童用シー
トを使用してください。
・

・

・

・

・

タイプを除く

テザータイプ

０１／０８／０６　１０：０５：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　００１５　
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ISO FIX

ISO FIX
SRS

SRS

ISO FIX

お子さまを乗せるときは、チャイル
ドシートが車に確実に取り付けられ
ていることを確認してください。
また、お子さまの体をチャイルドシ
ートにきちんと固定してください。

対応以外のチャイルドシ
ートは、シートベルトの種類やチ
ャイルドシートの種類と取り付け
の向きによっては、固定金具（ロ
ッキングクリップ）が必要になる
ことがあります。

テザータイプのチャイル
ドシートは、専用バーとテザーア
ンカー（アンカープレートアタッ
チメント取り付けナット）を用い
て固定します。チャイルドシート
を前向きに取り付けるときは、こ
のバーとテザーアンカーを用いて
固定します。
後ろ向きに取り付けるときは、テ
ザーアンカーは使用しません。
チャイルドシートは、シートベル
トで固定する必要はありません。
車両側のテザーアンカーにこの車
用のアンカープレートアタッチメ
ント（テザーストラップ取付金具）
を取り付け、テザーストラップを
アンカープレートアタッチメント
に結合することにより、チャイル
ドシートを確実に固定することが
出来ます。
アンカープレートアタッチメント
は、ホンダプリモ店で取り付けて

ください。

やむをえず幼児用シートを前向き
に取り付ける場合は、 エアバ
ッグから遠ざけるため、シートを
一番後ろに下げてください。

詳しくはチャイルドシートに付属
の取扱説明書をご覧ください。

エアバッグが膨らむ際、乳児
用シートや、幼児用シートの背面
に強い衝撃を受け危険です。

ブレーキや衝突のときなどにチャイ
ルドシートがとび出し傷害を受ける
おそれがあります。
お子さまを乗せないときでも確実に
取り付けるか、家などに保管してく
ださい。

シートベルトの種類 →５２ページ

チャイルドシート固定機構付き

シートベルト →５８ページ

テザータイプ

チャイルドシート固定装置

→６０ページ

チャイルドシートは確実に取り付け
てください。

助手席には乳児用シートを取り付け
ないでください。また、幼児用シー
トを後ろ向きに取り付けないでくだ
さい。

チャイルドシートを取り外したまま
車内に放置しないでください。

・

・

・

・

・

安全ドライブのための必読 ポイント５

０１／０８／０６　１０：０５：４６　３０Ｓ５Ｔ６００　００１６　
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OFF
お子さまのいたずらにより車の発
進、火災などの思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

炎天下の車内は、高温になり危険
です。

思わぬ障害物で事故のおそれがあり
ます。

手、足、くびなどをはさまないよう、
気をつけてください。

お子さまだけを車内に残さないでく
ださい。

パワーウィンドーのメインスイッチ
は、“ ”にしておきましょう。
＜３８ページ参照＞
走行中、一時停止のときなど、窓か
ら手や頭、物などを出さないよう、
注意してください。

・

・

車から離れるときは、お子さま
も一緒に連れて。

ドア、ウィンドー、シートの操
作は必ず大人が。

０１／０８／０６　１０：０５：５６　３０Ｓ５Ｔ６００　００１７　
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ブレーキ倍力装置が作用しないた
め、ブレーキのききが悪くなりま
す。

ハンドル操作のさまたげになり大変
危険です。

エンジンブレーキ：
走行中アクセルペダルを戻したとき
にかかるブレーキ力のことで、低速
ギヤほどよくききます。

パワーステアリングのパワー装置
がはたらかなくなり、ハンドル操
作が重くなります。
エンジンスイッチを“０”にすると、
キーが抜けることがあり、ハンド
ルがロックされ危険です。

正しい知識で最適運転

走行中ハンドルの中に手を入れて、
スイッチを操作しないでください。

走行中はエンジンを止めないでくだ
さい。

ブレーキペダルを踏み続けて走行す
るとブレーキが過熱して、ききが悪
くなることがあります。
長い下り坂では、走行速度に合わせ、
ギヤを一段ずつ落として、エンジン
ブレーキを併用してください。

霧が出たときは、視界が悪くなりま
す。昼間でもヘッドライトを下向き
で点灯し、中央線、ガードレールや
前の車の尾灯などをめやすにして、
速度を落として運転してください。

・

・

・

長い下り坂ではエンジンブレー
キを。

霧が出たときは。

安全ドライブのための必読 ポイント５

０１／０８／０６　１０：０６：１０　３０Ｓ５Ｔ６００　００１８　
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トンネルの出口、橋・土手の上、山
を削った切り通し、大型トラックを
追い越したり、追い越されたりする
ときなどには、特に横風の影響を受
けやすいので十分注意してください。

ぬれたブレーキはききが悪かったり、
ぬれていない片側だけがきいてハン
ドルをとられることがあります。

点灯したまま走行を続けると、思わ
ぬ事故のもとになったり、エンジン
などを損傷するおそれがあります。

急ブレーキや急ハンドルは車のコン
トロールを失うことがあり危険です。

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷など
により思わぬ事故につながるおそれ
があります。

急加速、急ブレーキや急ハンドルを
避け、スピードを落として安全運転
に心がけてください。

ハイドロプレーニング現象とは

→１９４ページ

横風の強い日は。 水たまりに入ったあとはブレー
キのきき具合を確認。

走行中異常があったら。

雨天時の走行には注意を。

横風を受け、車が横に流されるよう
なときは、ハンドルをしっかり握り、
スピードを徐々に下げて進路を立て
直してください。

水たまり走行後や洗車後は、低速で
走行しながらブレーキペダルを軽く
踏んできき具合を確認してください。

ブレーキのききが悪いときは、前後
の車に十分注意しながら低速で走行
し、ブレーキのききが回復するまで、
繰り返しブレーキペダルを踏んでく
ださい。

警告灯が点灯したら、ただちに安全
な場所に停車し処置をしてください。

走行中にタイヤがパンクやバースト
（破裂）してもあわてずに、ハンドル
をしっかり握り、徐々にブレーキを
かけてスピードを落とし、安全な場
所に停車してください。

床下に強い衝撃を受けたときは、た
だちに車を止めて、ブレーキ液や燃
料の漏れ、各部に損傷がないかを確
認してください。

わだちなどの水のたまりやすい場所
では、ハイドロプレーニング現象を
起こしやすくなります。

雨天時やぬれた道路では、路面が滑
りやすくなっておりタイヤのグリッ
プ力が低下するため、通常より注意
深い運転が必要です。

＜７０ページ参照＞

０１／０８／０６　１０：０６：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　００１９　
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排気管や排気ガスの熱により、着火
するおそれがあります。

駐車や停車は
しっかりと

可燃物には注意を。

植込みなどにも注意して。

枯草や紙、油、木材など燃えやすい
ものがあるところには、駐停車しな
いでください。

植込みなどの近くに駐停車するとき
には、排気ガスが当たらないように、
車の向きを決めましょう。

安全ドライブのための必読 ポイント５

０１／０８／０６　１０：０６：３８　３０Ｓ５Ｔ６００　００２０　



POINTS 5

21

下り坂を利用しての移動などは、思
わぬ事故を招くことがあります。

無意識にチェンジレバーを動かした
り、アクセルペダルを踏み込んだり
して、思わぬ事故を起こすおそれが
あります。
また、無意識にアクセルペダルを踏
み続けたりした場合、オーバーヒー
トなどを起こしたり、エンジンや排
気管などの異常過熱による火災事故
が発生するおそれがあります。
さらに風向や周囲の状況等によって
は、車内に排気ガスが侵入し一酸化
炭素中毒のおそれもあります。

さらに、タイヤに輪止めをすると効
果があります。

仮眠するときはエンジンを止め
る。

車から離れるときには施錠を。

坂道での駐車は。

車の移動はエンジンをかけて。

エンジンを必ず止めてください。
必ずパーキングブレーキをかけ、エ
ンジンを止め、ドアを施錠してくだ
さい。

車を移動するときは、必ずエンジン
をかけてください。

お子さまも連れていきましょう。

車内の見えるところに、貴重品など
を置かないようにしましょう。

パーキングブレーキをかけ、チェン
ジレバーを平地や下り坂ではＲに、
上り坂では１に入れてください。

０１／０８／０６　１０：０６：５０　３０Ｓ５Ｔ６００　００２１　
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視界をさまたげたり、吸盤がレンズ
のはたらきをして火災を起こしたり、
思わぬ事故のもとになります。

炎天下での駐車などで車内温度が上
昇すると、ライターなどの可燃物は
自然発火したり、缶などは破裂した
りするおそれがあります。

こんなことにも
注意をしよう

タバコの吸いがらは火を消して。

アクセサリーの取り付けには注
意を。

車内にライターや炭酸飲料缶な
どを放置しないで。

タバコ、マッチなどは、確実に火を
消してから灰皿に捨て、灰皿は必ず
閉めてください。
灰皿の中に吸いがらをため過ぎたり、
燃えやすいものを入れたりしないで
ください。

ガラス面にアクセサリーなどを取り
付けないでください。

安全ドライブのための必読 ポイント５

０１／０８／０６　１０：０７：０２　３０Ｓ５Ｔ６００　００２２　
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CIVIC TYPE R

Honda

Honda

蒸気や熱湯が吹き出し危険です。 適正な性能や機能を発揮しなかっ
たり、思わぬ事故のもとになった
りすることがあります。

装置や取り付け方法が適切でない場
合、電子機器部品に悪影響をおよぼ
すことがあります。

専用品以外のホイールを使うと、走
行装置やブレーキ装置に支障をきた
すことがあります。
ホンダプリモ店にご相談ください。運転のさまたげになったり、急ブレ

ーキのときなどに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

運転中の使用により周囲の状況に対
する注意が不十分になると、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

が国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着すると、
違反になることがあります。

ラジエーターキャップに気をつ
けて。

改造はしない。

動物を乗せるときは、動きまわ
らないように注意して。

携帯電話の使用は停車中に。

ラジエーターキャップが熱いときは、
外さないでください。

無線装置や自動車電話などの取り付
けの際には、必ずホンダプリモ店に
ご相談ください。

ホイールは、 専用品
をご使用ください。

運転者は、携帯電話を走行中に使用
しないでください。

純正部品以外の、車の性能
や機能に適さない部品を、使用しな
いでください。
・

・

０１／０８／０６　１０：０７：１８　３０Ｓ５Ｔ６００　００２３　
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SRS

SRS

ハンドルまわりの修理
センターコンソール付近の修理
カーステレオ等用品の取り付け
ダッシュボード周辺の板金塗装
および修理
インストルメントパネルまわり
の修理

作動時にこれらの物がとぶことが
あり危険です。

エアバッグが正常に機能しな
くなります。

次の場合は、必ず、ホンダプリモ
店にご相談ください。

インストルメントパネル上面には、
ステッカー類を貼ったり、アクセサ
リーや芳香剤など物を置かないでく
ださい。
また、フロントガラスにアクセサリ
ーなどを取り付けたり、ルームミラ
ーにワイドミラーを取り付けたりし
ないでください。

運転席および助手席に、 エアバ
ッグシステムが装備されています。
ハンドルを交換したり、パッドにス
テッカー類を貼ったりしないでくだ
さい。

・

・

・

安全ドライブのための必読 ポイント５

ステッカー

芳香剤

ステッカー

０１／０８／０６　１０：０７：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　００２４　
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バックミラーでは確認しきれない死
角（車の直後など）があります。

発進するときは、まわりの状況
に十分注意して。
車のまわりには運転席から見えないと
ころ（死角）があります。発進するとき
は子供や障害物など車のまわりの状況
に十分注意してください。

駐車後に発進するときは、車のまわ
りの安全確認を十分に行ってくださ
い。

信号待ちなどの停車後に発進すると
きは、つねにまわりの状況に目を配
り、安全確認を十分に行ってくださ
い。

後退するときに十分な視界が得られ
ない場合は、車から降りて後方を確
認してください。

０１／０８／０６　１０：０７：３８　３０Ｓ５Ｔ６００　００２５　
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車止めのある場所への駐車
路肩に沿っての駐車
平坦路から上り坂・下り坂および
上り坂・下り坂から平坦路への乗
り入れ
路肩等段差のある場所への乗り降
り
凹凸やわだちのある道路の走行
くぼみ（穴）のある個所の通過

安全ドライブのための必読 ポイント５

車止めなどに注意して。
次のような場合には、フロントアン
ダースポイラー、マフラーおよび床
下を損傷するおそれがありますので、
十分に注意してください。
・
・
・

・

・
・

０１／０８／０６　１０：０７：４７　３０Ｓ５Ｔ６００　００２６　
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28
32
34
36
38
41

42
44
45

46
47
48

50
56

58

60
ISO FIX

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キー ・
・・・・・・・・・・・・ドアの施錠・解錠 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ボンネット ・
・・・・・・・・・・・・・・・・テールゲート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・燃料補給口 ・
・・・・・・・・・・・・パワーウィンドー ・

・・・・・・・・マニュアルウィンドー ・

・・・・・・・・・・・・・・正しい運転姿勢 ・
・・・・・・・・・・・・・・フロントシート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤシート ・

・・・・・・・・・・チルトステアリング ・
・・・・・・・・・・・・・・・・ルームミラー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドアミラー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・シートベルト ・
・・・・・・・・・・・・・・・・着用のしかた ・

チャイルドシート固定機構付き
・・・・・・・・・・・・・・シートベルト ・

テザータイプ
・・チャイルドシート固定装置 ・

車を運転する前に

●各部の開閉

●シートの調節

●ハンドル・バックミラーの調
節

●シートベルト

●チャイルドシート固定装置

０１／０８／０６　１０：０７：５２　３０Ｓ５Ｔ６００　００２７　
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ドアは確実に閉めてください。半
ドアでは、走行中にドアが開き思
わぬ事故の原因になるおそれがあ
ります。

ドアは不用意に開けると後続車な
どがぶつかることがあるので周囲
の安全を確かめてから開けてくだ
さい。
強風時にドアを開閉するときは、
風にあおられないよう注意してく
ださい。
車から離れるときは、エンジンを
止めドアを必ず施錠してください。
また、車内の見えるところに、貴
重品などを置かないようにしまし
ょう。

運転席ドアの解錠・施錠に連動し
て、室内灯が点灯・消灯します。

キーは、エンジンの始動、停止のほかに、
ドア、テールゲートの施錠・解錠に使え
ます。

キーレスエントリー用発信器はドアとテ
ールゲートの施錠・解錠がキーを使わず
にできます。

キーナンバーを控えておいてくだ
さい。キーを紛失したときは、キ
ーナンバーをホンダプリモ店へご
連絡いただければ、購入すること
ができます。
キーレスエントリー用発信器を紛
失したときは、ホンダプリモ店へ
ご連絡ください。 運転席ドアを施錠（解錠）すると、助手席

のドアとテールゲートも同時に施錠（解
錠）します。

キーレスエントリー →３０ページ

キーレステールゲートオープナー

→３４ページ

室内灯 →１２６ページ

各部の開閉

キー ドアの施錠・解錠

パワードアロック

キーレスエントリー装備車

タイプ別装備

キキーーナナンンババーー
キキーーレレススエエンントトリリーー
用用発発信信器器 タタイイププ別別装装備備

０１／０８／０６　１０：０８：０５　３０Ｓ５Ｔ６００　００２８　
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キーを確実に差し込んで回します。

キー閉じ込み防止のため、キーを
持っていることを確認してから施
錠しましょう。

ドアのハンドルを引いたままノブを施
錠の方向に動かします。

ドアを閉めます。

ノブを施錠の方向に動かしてドアを閉め
ます。

ノブを矢印の方向に動かします。

ノブまたは運転席ドア部のスイッチを矢
印の方向に動かします。

●車外から行う場合 ●キーを使わないで施錠する場合

●車内から行う場合

．車を運転する前に

運転席ドア

助手席ドア

解解錠錠
ハハンンドドルル

施施錠錠

解解錠錠

ノノブブ

解解錠錠

施施錠錠

ススイイッッチチ

ノノブブ

施施錠錠

解解錠錠

施施錠錠

ノノブブ

１ 各部の開閉

パワードアロック装備車

０１／０８／０６　１０：０８：１７　３０Ｓ５Ｔ６００　００２９　
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発信器には、精密な電子部品が組
み込まれています。発信器の故障
を防ぐため、次のことをお守りく
ださい。
直射日光が当たるところやイン
ストルメントパネルの上など、
高温になるところに置かないで
ください。
衝撃を与えないでください。
水にぬらさないでください。

車を離れるときは、ドアハンドル
を引いて施錠されていることを確
認してください。

ドアとテールゲートの施錠・解錠がキー
を使わずにできます。

発信器のボタンを押すとすべてのドアと
テールゲートが施錠（解錠）され、もう一
度押すと解錠（施錠）されます。

微弱電波を使用しているため、周
囲の状況により作動範囲が変化す
ることがあります。

エンジンスイッチにキーが差し込
まれているときやドア、テールゲ
ートが開いているときは、キーレ
スエントリーは作動しません。

キーレスエントリー用発信器で解
錠してから約３０秒以内にドア、テ
ールゲートを開けなかった場合は、
自動的に再度施錠されます。

●キーレスエントリー

ボボタタンン

発発信信器器

・

・
・

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０８：２６　３０Ｓ５Ｔ６００　００３０　
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Honda
CR

発信器のボタンを押しても作動距離が不
安定になった場合は、電池の消耗が考え
られますので早めに電池を交換してくだ
さい。

カバーに傷を付けないようにコイン等に
布を巻いてカバーを外し、電池を交換し
ます。

液漏れなどを防ぐため、電池の◯
極と◯極は正しく取り付けてくだ
さい。
電池は 販売店または時計
店、カメラ店などでお求めくださ
い。

＋

－

１．車を運転する前に 各部の開閉

・・・・・・・・使用電池 ・ボタン電池 １６１６

カカババーー

電電池池

０１／０８／０６　１０：０８：３１　３０Ｓ５Ｔ６００　００３１　
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運転席足元のノブを引きます。

ワイパーアームを起こした状態で
ボンネットを開けないでください。
ボンネットがワイパーに当たり、
ボンネットやワイパーが損傷しま
す。

必ずステーを確実にかけ、固定します。

ステーを外し、クランプに納めます。
ボンネットを静かに下げ、手を離します。

ボンネットが完全に閉まっていることを
確認します。

ボンネット前部が少し浮き上がるので、
レバーを上へ押しながら開けます。

ボンネット

●開けかた

●閉めかたノノブブ

ククラランンププ

レレババーー

スステテーー

０１／０８／０６　１０：０８：４２　３０Ｓ５Ｔ６００　００３２　
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ボンネットを閉めるときは、手な
どをはさまないように注意してく
ださい。

ボンネットを開けているときに、
風にあおられてステーが外れるこ
とがあります。特に風の強いとき
は、ご注意ください。
ボンネットが完全に閉まっていな
いままで走行すると開くことがあ
ります。走行前に必ず確認してく
ださい。

各部の開閉１．車を運転する前に

０１／０８／０６　１０：０８：４６　３０Ｓ５Ｔ６００　００３３　
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キーを確実に差し込んで矢印の方向に回
します。

発信器のボタンを押すとすべてのドアと
テールゲートが施錠（解錠）され、もう一
度押すと解錠（施錠）されます。

キーレスエントリー用発信器を使ってテ
ールゲートの施錠・解錠ができます。

運転席ドア部のノブまたはスイッチを操
作すれば助手席ドアとテールゲートの施
錠（解錠）ができます。

キーレスエントリー →３０ページ

テールゲート

●施錠・解錠

キーレステールゲートオープナー

車外から行う場合

車内から行う場合

解解錠錠

ボボタタンン

発発信信器器

施施錠錠

解解錠錠

施施錠錠

解解錠錠

施施錠錠

ススイイッッチチ

ノノブブ

パワードアロック装備車

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０８：５７　３０Ｓ５Ｔ６００　００３４　
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テールゲートを閉めるときは手な
どをはさまないように注意してく
ださい。
エンジンをかけた状態で手荷物を
出し入れするときは、排気管の後
方に立たないでください。
やけどなど思わぬけがをすること
があります。
カーゴスペース内には人を乗せな
いでください。
ブレーキや加速、衝突のときなど
にけがをするおそれがあります。

テールゲートを解錠してから、ハンドル
を引き静かに引き上げて開けます。

閉めるときはプルハンドルを利用すると
便利です。

テールゲートを開けたまま走行し
ないでください。車内に排気ガス
が侵入するおそれがあります。

●開閉

．車を運転する前に 各部の開閉１

ハハンンドドルル

ププルルハハンンドドルル

０１／０８／０６　１０：０９：０７　３０Ｓ５Ｔ６００　００３５　
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50

燃料補給口は車の左側後方にあります。 燃料補給時は火気厳禁です。
燃料は引火しやすいため火災や爆
発のおそれがあります。
エンジンは必ず止めてください。
タバコなどの火気を近づけない
でください。

有鉛ガソリンを使うと、触媒装置
などを損ないます。また、粗悪ガ
ソリンや不適切な燃料添加剤を使
うと、エンジンなどに悪影響を与
えます。

無鉛プレミアムガソリンが入手で
きない場合には、無鉛レギュラー
ガソリンをお使いになることもで
きますが、この場合エンジン性能
を十分に発揮できません。

燃料補給口

無鉛プレミアムガソリン
（無鉛ハイオク） ・

・

使用燃料：

タンク容量：

０１／０８／０６　１０：０９：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　００３６　
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運転席右下にあるフューエルリッドオ
ープナーを引き上げてリッドを開けま
す。

キャップをゆっくり回して開けます。

キャップを“カチッ”という音が２回以上
するまで締め付けます。フューエルリッ
ドは手で押さえつければ閉まります。

キャップはゆっくり開けてくださ
い。
急激に開けると燃料補給口より吹
き返しが発生し、火災になるおそ
れがあります。

キャップが確実に閉まっているこ
とを確認してください。
確実に閉まっていないと走行中に
燃料がもれ、火災になるおそれが
あります。

●開けかた ●閉めかた

．車を運転する前に

キキャャッッププ

フフュューーエエルルリリッッドド
オオーーププナナーー

ゆゆっっくくりり
開開けけるる

フフュューーエエルルリリッッドド

１ 各部の開閉

０１／０８／０６　１０：０９：２３　３０Ｓ５Ｔ６００　００３７　
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OFF

II

ON

ON
OFF

AAUUTTOO

OONN

OOFFFF

メインスイッチを“ ”にしておけば、
助手席ウィンドーは作動しません。

自動開閉中にウィンドーを停止させると
きは、スイッチを作動方向とは逆へ軽く
操作します。

開けるとき・・・スイッチを押します。
閉めるとき・・・スイッチを引き上げます。

スイッチを軽く操作している間、作動し
ます。
強く操作すると、自動で全開（全閉）しま
す。

運転席スイッチは、助手席ウィンドー
も操作できます。

開閉は、それぞれのドアにあるスイッチ
で操作します。

エンジンスイッチが“ ”のとき、ウィン
ドーの開閉ができます。

メインスイッチを“ ”にしてから、ス
イッチを操作します。
メインスイッチを押すごとに“ ”
“ ”が切り換わります。
スイッチを操作している間、作動します。

開けるとき・・・スイッチを押します。
閉めるとき・・・スイッチを引き上げます。

パワーウィンドー ●助手席ウィンドーの開閉

●運転席ウィンドーの開閉

助手席ウィンドーを動かなくしたいとき
（メインスイッチ）

・

・運転席ドアスイッチ

・助手席ドアスイッチ
閉閉

開開

閉閉

開開

メメイインンススイイッッチチ

閉閉

開開

““ ””ススイイッッチチ

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：０９：３６　３０Ｓ５Ｔ６００　００３８　
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OFF

パワーウィンドーを閉めるときは、
手やくびなどをはさまないように
してください。
ドアガラスにはさまれて重大な傷
害を受けるおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてくだ
さい。

車から離れるときはキーを抜き、
お子さまも一緒に連れて行ってく
ださい。
いたずらなど誤った操作をして思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

ウィンドーの開閉はお子さまでは
なく大人が操作するようにしてく
ださい。
小さなお子さまが同乗していると
きは、お子さまが誤って操作しな
いよう、メインスイッチを“ ”
にしておきましょう。

１．車を運転する前に 各部の開閉

０１／０８／０６　１０：０９：４１　３０Ｓ５Ｔ６００　００３９　
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運転席ウィンドーを自動で閉じていると
きに、窓枠とドアガラスの間に異物のは
さみ込みを検知するとはさみ込み防止機
構が作動し、ドアガラスの上昇が停止し
て自動で下降します。

ウィンドーを確実に閉めるため、
閉めきる直前の部分では、はさみ
込みを検知できない領域がありま
す。指などをはさまないように注
意してください。

故障などではさみ込み防止機構が
作動してしまい、ウィンドーを自
動で閉めることができなくなった
ときは、スイッチを軽く引き上げ
続けると閉めることができます。
環境や走行条件による衝撃などで、
はさみ込み防止機構が作動するこ
とがあります。
バッテリーやヒューズを交換した
場合は、オート作動ができなくな
ります。
その場合は、エンジンを始動しド
アガラスを一番下まで下げてから、
スイッチを引き上げ続け、ウィン
ドーを締め切った状態で、約１秒
間スイッチを保持すると機能が復
帰します。

●はさみ込み防止機構（運転席のみ）

０１／０８／０６　１０：０９：４７　３０Ｓ５Ｔ６００　００４０　
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マニュアルウィンドー
タイプ別装備

閉閉

開開

各部の開閉１．車を運転する前に

０１／０８／０６　１０：０９：５１　３０Ｓ５Ｔ６００　００４１　
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運転者は正しい運転姿勢がとれるようにシートを調節します。
正しい運転姿勢とは、シートに深く腰かけた状態で、背もたれから背を離すことなくペ
ダルを十分に踏み込め、ハンドルが楽に操作できる姿勢をいいます。

同乗者も、シートに深く腰かけ、背もたれから背を離さないようにしてください。
助手席同乗者はインストルメントパネルに顔や胸が必要以上に近づかないように、シー
トを後ろに下げます。

シートの調節

正しい運転姿勢

背すじをのばし背もたれにかるくつける

ひじがわずかに
曲がる

シートに深く
腰かける

ブレーキペダルを右足で、クラッチペダルを左足でいっぱいに踏み込んだときにひざがわず
かに曲がる

０１／０８／０６　１０：０９：５６　３０Ｓ５Ｔ６００　００４２　
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SRS
SRS

シートに深く腰かけてください。
また、背もたれは必要以上に倒さ
ないでください。
寝そべった姿勢では、衝突したと
きなどにシートベルトの下に滑り
込んだりして、重大な傷害を受け
るおそれがあります。

走行中に調節するとシートが必要
以上に動くことがあり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
調節は走行する前に行い、シート
を前後にゆすって確実に固定され
ていることを確認してください。
背もたれと背中の間にクッション
などをいれないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかり
か、シートベルトなどの効果が十
分に発揮されないおそれがありま
す。
シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないように十分注意してく
ださい。
フロントシートの下に物を置かな
いでください。
物がはさまってシートが固定され
ず思わぬ事故につながるおそれが
あります。

エアバッグに必要以上に近づ
くと、 エアバッグが膨らむ際、
強い衝撃を受け、重大な傷害を受
けるおそれがあります。
運転者は正しい運転姿勢がとれ
る範囲で、シートを後ろに下げ
てください。
助手席同乗者はインストルメン
トパネルに近づかないように、
シートを後ろに下げてください。

・

・

１．車を運転する前に シートの調節

０１／０８／０６　１０：１０：０４　３０Ｓ５Ｔ６００　００４３　
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レバーを引き上げると、背もたれが前へ
倒れます。

乗り降りの際はシートベルトに足を引っ
かけないようにしてください。

フロントシート ●座面の長さの調節

●前後位置の調節

●背もたれの調節

●後席への乗り降り
レレババーー

レレババーーをを引引きき上上げげ
ななががらら調調節節

ダダイイヤヤルル

ダダイイヤヤルルをを
回回ししてて調調節節

レレババーー

引引きき上上げげるる

座座面面前前端端をを少少しし
持持ちち上上げげななががらら
長長ささをを調調節節

０１／０８／０６　１０：１０：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　００４４　
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後ろへ押しつけて固定します。

倒した背もたれの上や荷室には人
を乗せて走行しないでください。
ブレーキや加速、衝突のときなど
にけがをするおそれがあります。

背もたれを起こすときは、シート
ベルトを背もたれではさみ込まな
いようにしましょう。はさまれる
と正しく着用できません。

レバーを引き上げながら、背もたれを前
に倒します。
片側ずつ独立して行えます。

背もたれを起こしたときは、背も
たれを前後にゆすって確実に固定
されていることを確認してくださ
い。

背もたれを倒すときは、シートベ
ルトをフックにかけておきます。

リヤシート

●背もたれの倒しかた

●起こしかた

．車を運転する前に１ シートの調節

レレババーー

フフッックク

０１／０８／０６　１０：１０：２１　３０Ｓ５Ｔ６００　００４５　
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走行中に調節するとハンドルが必
要以上に動くことがあり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
調節は走行する前に行い、ハンド
ルに上下方向の力を加え固定され
ていることを確認してください。

ハンドルの高さを適切な位置に変えるこ
とができます。

レバーを押し下げ、ハンドルの高さを適
切な位置にして、レバーを元の位置まで
確実に引き上げて固定します。

チルトステアリング

ハンドル・バックミラーの調節

レレババーー

０１／０８／０６　１０：１０：２７　３０Ｓ５Ｔ６００　００４６　
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走行中はミラーの調節を行わない
でください。

夜間走行時、後続車のライトがまぶしい
ときにライトの反射を弱くできます。

ノブを動かして切り換えます。

角度調節はノブを昼間の位置にして行っ
てください。

ルームミラー

●防眩式ルームミラー

．車を運転する前に

ノノブブ

昼昼間間夜夜間間

１ ハンドル・バックミラーの調節

０１／０８／０６　１０：１０：３４　３０Ｓ５Ｔ６００　００４７　
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ミラーを折りたたむことができます。狭
い所へ駐車をするときに便利です。
走行するときは、必ず元に戻してくださ
い。

ミラーを格納したまま走行しない
でください。また、走行中はミラ
ーの調節を行わないでください。
ミラーを格納するときは、周囲の
人の手などをはさまないようにし
てください。

ドアミラー ●格納のしかた

手動格納式 タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：１０：４０　３０Ｓ５Ｔ６００　００４８　
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II
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OFF

II

II

ON

OFF

エンジンスイッチが“ ”のとき、スイッ
チで左右のミラーをたたむことができま
す。

格納スイッチを押すごとに“ ”
“ ”が切り換わります。

エンジンスイッチが“０”または“Ｉ”のと
きは手動で操作ができます。

次の場合は手動で操作しても、ミ
ラーは自動的に格納スイッチの状
態に戻ります。

エンジンスイッチが“ ”のときスイッチ
を操作すると、ミラーの角度調節ができ
ます。

左右切り換えスイッチを調節したい方
に動かします。
調節スイッチで角度を調節します。

直接手で鏡面を動かして角度を調節する
こともできます。

エンジンスイッチが“ ”のとき

格納スイッチの状態 ミラーの状態

電動格納式

・

●角度調節のしかた

．車を運転する前に

左左右右切切りり換換ええススイイッッチチ

格格納納ススイイッッチチ

押押すす

調調節節ススイイッッチチ

１ ハンドル・バックミラーの調節

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：１０：５３　３０Ｓ５Ｔ６００　００４９　
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シートベルトは、車を運転するまえに運転者は正しい運転姿勢で着用し、同乗者にも必
ず着用させてください。

シートベルト

シートベルト

ベルトがねじれていないこと

ベルトを腰骨のできるだけ低い位置にかける

ベルトがくび、あご、顔などに
当たらないこと

ベルトにたるみがないこと

０１／０８／０６　１０：１０：５８　３０Ｓ５Ｔ６００　００５０　
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シートベルトは全員が着用してく
ださい。
着用しないと、衝突したときなど
に重大な傷害を受けたり死亡する
ことがあります。
シートに深く腰かけてください。
また、背もたれは必要以上に倒さ
ないでください。
寝そべった姿勢では、衝突したと
きなどにシートベルトの下に滑り
込んだりして、重大な傷害を受け
るおそれがあります。

シートベルトを正しく着用してい
ないと本来の機能をはたさず、衝
突のときなどにけがをするおそれ
があります。
ベルトは必ず腰骨のできるだけ
低い位置にぴったり着用してく
ださい。
ベルトが腰骨からずれていると
腹部などに強い圧迫を受けます。
ベルトはねじれがないように着
用してください。
ねじれがあるとベルトの幅が狭
くなり、局部的に強い力がかか
ります。
ベルトがくび、あご、顔などに
当たらないように着用してくだ
さい。
一本のベルトを二人以上で使用
しないでください。
三点式シートベルトは腕の下に
通して着用しないでください。
ベルトが肩に十分かかっていな
いと前方に投げ出されるおそれ
があります。
ベルトにはクリップや洗たくば
さみなどでたるみをつけないで
ください。
妊娠中の女性や疾患のあるかたの
ベルトの着用は、万一のとき腹部、
胸部、肩部などに圧迫を受けるこ
とがありますので、医師にご相談
ください。

お子さまにもシートベルトを着用
させるか、チャイルドシートをお
使いください。
お子さまを抱いていても、衝突し
たときなどに支えることができず、
お子さまが重大な傷害を受けたり
死亡するおそれがあります。

・

・

・

・

・

・

１．車を運転する前に シートベルト

０１／０８／０６　１０：１１：０８　３０Ｓ５Ｔ６００　００５１　
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ELR
ELR ALR

ELR

ELR ALR
ELR

ALR

シート
フロントシート
リヤシート

シートベルトの種類
付三点式シートベルト
・ 付三点式シートベルト

付三点式シートベルト：
体の動きにあわせて伸縮し、強い衝撃を受けるとベルトが自動的にロックします。

・ 付三点式シートベルト：
通常は シートベルトとして機能します。
はチャイルドシートを固定する機構です。

チャイルドシート固定機構付きシートベルト →５８ページ

●シートベルトの種類

０１／０８／０６　１０：１１：１３　３０Ｓ５Ｔ６００　００５２　
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IIエンジンスイッチを“ ”にすると、運転
席シートベルトを着用するまでメーター
内のシートベルト警告灯が点灯し続けま
す。

後席の背もたれを倒したあとは、シート
ベルトをフックにかけておきます。

後席シートベルトを着用した状態
で上体を大きく動かしたときに、
シートベルトがすべて引き出され
てチャイルドシート固定機構が作
動することがあります。
このときは、チャイルドシート固
定機構を解除してから再度シート
ベルトを着用してください。

→１００ページ

→５８ページ

解除のしかた →５９ページ

●三点式シートベルト

．車を運転する前に

シートベルト警告灯

シートベルトフック

チャイルドシート固定機構付きシートベ
ルト（後席）

シートベルトプリテンショナー

シートベルト１

フフッックク

０１／０８／０６　１０：１１：２３　３０Ｓ５Ｔ６００　００５３　
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SRS

SRS

お子さまは、後席に乗せシートベルトを
着用させてください。
ただし、装備されているシートベルトは
大人用ですので、ベルトがくびやあごに
当たる場合や腰骨にかからない場合は、
幼児用シートや学童用シートを使用して
ください。シートベルトをそのまま使う
と、衝突のときに腹部などに強い圧迫を
受けるおそれがあります。
また、ひとりですわることのできない小
さなお子さまは乳児用シートを使用して
ください。
お子さまを後席に乗せることができなく、
やむをえず助手席に乗せるときは、一番
大きなお子さまを乗せてください。

助手席には乳児用シートを取り付
けないでください。また、幼児用
シートを後ろ向きに取り付けない
でください。 エアバッグが膨
らむ際、乳児用シートや、幼児用
シートの背面に強い衝撃を受け、
重大な傷害を受けたり、死亡する
おそれがあります。
また、やむをえず幼児用シートを
前向きに取り付ける場合は、
エアバッグから遠ざけるため、シ
ートを一番後ろに下げてください。

●お子さまを乗せるときは

０１／０８／０６　１０：１１：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　００５４　
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ISO FIX

ISO FIX

Honda
ISO FIX

kg cm kg cm

ISO FIX ISO FIX

乳児用シート、幼児用シート、学童用シートは、お子さまの体重や身長によりお
使いになれるタイプや取り付け方法が異なります。

対応以外のチャイルドシートは、シート形状などにより、チャイルドシ
ートを正しく取り付けできない席があります。このようなときは、他の席で試し
てください。または、この車に合ったチャイルドシートを使用してください。

テザータイプのチャイルドシートは、専用バーとテザーアンカー（アン
カープレートアタッチメント取り付けナット）を用いて固定します。チャイルド
シートを前向きに取り付けるときは、このバーとテザーアンカーを用いて固定し
ます。
後ろ向きに取り付けるときは、テザーアンカーは使用しません。
チャイルドシートはシートベルトで固定する必要はありません。
車両側のテザーアンカーにこの車用のアンカープレートアタッチメント（テザー
ストラップ取り付け金具）を取り付け、テザーストラップをアンカープレートア
タッチメントに結合することにより、チャイルドシートを確実に固定することが
できます。
アンカープレートアタッチメントは、ホンダプリモ店で取り付けてください。

純正品をご用意しています。ご購入、ご使用に際してはホンダプリモ店
にご相談ください。
《選択の目安》
詳しくはチャイルドシートに付属の取扱説明書をご覧ください。

テザータイプチャイルドシート固定装置 →６０ページ

体重（ ）

～１０

１５～３２

身長（ ）

～７５

６５～１００

１００～１３５

参考年令

～１２か月

７～１８

学童用
（ジュニア）
シート

乳児用
（ベビー）
シート

体重（ ） 身長（ ）

～７５

参考年令

乳児用
（ベビー）
シート

～９ ～９か月

９～１８ ７５～１００

４才～１０才

幼児用
（チャイルド）
シート

幼児用
（チャイルド）
シート

４か月～４才 ９か月～４才

１．車を運転する前に シートベルト

タイプを除く テザータイプ

０１／０８／０６　１０：１１：３５　３０Ｓ５Ｔ６００　００５５　
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SRS

正しい運転姿勢でシートにすわります。

タングプレートをつかみ、ゆっくり引
き出します。

ベルトにねじれがないようにし、タン
グプレートをバックルの中へ“カチリ”
と音がするまで差し込みます。

ベルトがねじれたり、引っかかったり
していないかを確認します。

ベルトを着用した状態で万一、事故に
あった場合は機能を損なっている可能
性があるため、ベルト一式を交換して
ください。
前席シートベルトは、前席に乗員がい
なくても、 エアバッグが作動する
ような事故にあった場合は、プリテン
ショナーも作動するため、ベルト一式
を交換してください。
また、ベルトにほつれ、すりきれ、破
れなどができたときも交換してくださ
い。
シートベルトを十分に機能させるため
に、バックルおよび自動巻き取り装置
の内部に異物を入れないようにしてく
ださい。
ベルトが汚れた場合は、中性洗剤を溶
かしたぬるま湯に布をひたしてふき取
り乾かしてください。薬剤を使ったり
漂白や染色は絶対しないでください。
ベルトを弱めます。

（→４２ページ）

着用のしかた

●三点式シートベルト

●シートベルトの取り扱い、手入れ
・

・

・

ゆゆっっくくりり引引くく

ねねじじれれののなないいここととをを確確認認ししまますす

タタンンググププレレーートト

ババッッククルル

０１／０８／０６　１０：１１：４６　３０Ｓ５Ｔ６００　００５６　
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PRESS

PPRREESSSS

調節後は、ショルダーアンカーが
確実に固定されていることを確認
してください。

通常はベルトが肩から外れないように最
上段で使いますが、ベルトがくびに当た
るときは、一段ずつ下げて調節してくだ
さい。

座高に合わせて、ショルダーアンカーの
高さを調節できます。

ベルトを腰骨のできるだけ低い位置に
かかるように引き、たるみがないよう
に身体に密着させます。

外すときはバックルの“ ”ボタ
ンを押します。
ベルトが自動的に収納されますので、
ひっかかったり、ねじれたりしていな
いかを確認します。

ショルダーアンカーの高さ調節
（前席のみ）

１．車を運転する前に シートベルト

押押すす

シショョルルダダーーアアンンカカーー
ででききるるだだけけ低低いい位位置置

““ ””ボボタタンン

０１／０８／０６　１０：１１：５６　３０Ｓ５Ｔ６００　００５７　
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ISO FIX

チャイルドシートをリヤシートに置き
ます。
ベルトにねじれがないことを確認し、
タングプレートをバックルの中へ“カ
チリ”と音がするまで差し込みます。

ベルトをゆっくりと引き出します。す
べて引き出すと、チャイルドシート固
定機構が作動します。

後席のシートベルトには、チャイルドシ
ート固定機構がついています。
シートベルトを引き出し方向に動かない
ようにできるため、チャイルドシートを
固定することができます。

対応のチャイルドシート
を取り付けるとき

取り付けかたは、チャイルドシートの形
状、取り付け方法によって異なります。
チャイルドシートに付属の取扱説明書に
したがって取り付けてください。

チャイルドシート固定専用バー

→６０ページ

●チャイルドシートを取り付けると
き

チャイルドシート固定装置

チャイルドシート固定機構
付きシートベルト（後席）

タタンンググププレレーートト

ババッッククルル

０１／０８／０６　１０：１２：０７　３０Ｓ５Ｔ６００　００５８　
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ベルトを少し巻き取らせます。“カチ
カチ”と音がしますが、これはチャイ
ルドシート固定機構の作動音です。こ
のとき、ベルトが引き出し方向に動か
ないことを確認します。ベルトが引き
出し方向に動く場合は、再度ベルトを
すべて引き出してください。

ベルトをいっぱいまで巻き取らせると、
チャイルドシート固定機構は解除され
ます。

必ずベルトが引き出し方向に動か
ないことを確認してください。
ベルトが引き出し方向に動く状態
では、チャイルドシート固定機構
が作動していないので、ブレーキ
や衝突のときなどにチャイルドシ
ートがとび出し傷害を受けるおそ
れがあります。

チャイルドシートに体重をかけてリヤ
シートに押しつけながら、ベルトを巻
き取らせ、しっかりと固定します。

チャイルドシートを前後左右にゆ
すって確実に固定されていること
を確認してください。
確実に固定されていないとブレー
キや衝突のときなどにチャイルド
シートがとび出し傷害を受けるお
それがあります。

チャイルドシートからベルトを外しま
す。

●解除のしかた

．車を運転する前に１ チャイルドシート固定装置

０１／０８／０６　１０：１２：１６　３０Ｓ５Ｔ６００　００５９　
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ISO FIX

ISO FIX

Honda

チャイルドシート固定機構付きシ
ートベルトを使って取り付けると
き

後席には、 テザータイプのチャ
イルドシートを固定するための専用バー
とテザーアンカー（アンカープレートア
タッチメント取り付けナット）が装備さ
れています。

この車用に認可を取得したチャイルドシ
ートのみ固定し、使用することが出来ま
す。
チャイルドシートを前向きに取り付ける
ときは、このバーとテザーアンカーを用
いて固定します。
後ろ向きに取り付けるときは、テザーア
ンカーは使用しません。
チャイルドシートはシートベルトで固定
する必要はありません。
アンカープレートアタッチメント（テザ
ーストラップ取り付け金具）は、ホンダ
プリモ店で取り付けてください。

純正品をご用意しています。
ご購入、ご使用に際してはホンダプリモ
店にご相談ください。

→５８ページ

テザータイプ
チャイルドシート固定装置

０１／０８／０６　１０：１２：２１　３０Ｓ５Ｔ６００　００６０　
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シートクッションと背もたれのすき間
を少し広げて、専用バーの位置を確認
します。

アンカープレートアタッチメントの位
置を確認します。

チャイルドシートとテザーストラップ
をチャイルドシートに付属の取扱説明
書にしたがって取り付けます。

●チャイルドシートを取り付けると
き

．車を運転する前に１

広広げげるる

固固定定専専用用ババーー

左左側側席席用用 右右側側席席用用

テテザザーースストトララッッププ

アアンンカカーーププレレーートトアアタタッッチチメメンントト

アアンンカカーーププレレーートトアアタタッッチチメメンントト

チャイルドシート固定装置

０１／０８／０６　１０：１２：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　００６１　
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チャイルドシートを取り付けると
きは、専用バー周辺に異物がない
こと、シートベルトなどのかみ込
みがないことを確認してください。
異物やシートベルトなどをかみ込
むとチャイルドシートが確実に固
定されず、ブレーキや衝突のとき
などにチャイルドシートがとび出
し傷害を受けるおそれがあります。
チャイルドシートを前後左右にゆ
すって確実に固定されていること
を確認してください。
確実に固定されていないとブレー
キや衝突のときなどにチャイルド
シートがとび出し傷害を受けるお
それがあります。

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
したがって取り外します。

●取り外すとき

０１／０８／０６　１０：１２：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　００６２　
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68

70
75

76
78

79

79

80
82
83

84
86
88

90
90

LSD
LSD

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・警告灯の電球切れの点検 ・

・・・・・・・・・・・・エンジンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・ライトスイッチ ・

方向指示器（ウィンカー）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

非常点滅表示灯（ハザード）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

ワイパー／ウォッシャー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

・・・・リヤデフロスタースイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・ホーンスイッチ ・

・・・・・・・・・・エンジンのかけかた ・
・・・・・・・・・・パーキングブレーキ ・
・・・・・・・・チェンジレバーの操作 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・
・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

車を運転するときに

●メーター

●表示灯

●警告灯

●スイッチの使いかた

●運転のしかた

●リミテッドスリップデフ
（ ）

０１／０８／０６　１０：１２：３８　３０Ｓ５Ｔ６００　００６３　
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イラストは代表例を掲載しています。

メーター

ススピピーードドメメーータターー

水水温温計計タタココメメーータターー

燃燃料料計計

セセレレククトト／／リリセセッットトノノブブ

オオドド／／トトリリッッププメメーータターー

オオドド／／トトリリッッププメメーータターー、、
外外気気温温表表示示
オオーートトエエアアココンン非非装装備備車車

オオーートトエエアアココンン装装備備車車

０１／０８／０６　１０：１２：４３　３０Ｓ５Ｔ６００　００６４　
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km/h

8,400 rpm

II

H

H

rpm

走行速度を で示します。

１分間あたりのエンジン回転数を示しま
す。

・・・・・・・・限界回転数 ・

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

エンジンスイッチが“ ”のとき、燃料の
残量を示します。
“Ｅ”に近づいたら早めに補給してくださ
い。

エンジン冷却水の温度を示します。
走行中は“ ”の目盛より下側をさすのが
正常です。

針が“ ”の目盛に入った場合はオ
ーバーヒートのおそれがあります。
ただちに安全な場所に停めてエン
ジンを冷やしてください。
そのまま走行を続けるとエンジン
故障の原因となります。

停車中の空ぶかしは、エンジン回
転数が５，５００ になると燃料供
給が停止されます。 オーバーヒートしたとき

→１５６ページ

燃料補給について →３６ページ

スピードメーター

タコメーター

燃料計

水温計

．車を運転するときに２ メーター

０１／０８／０６　１０：１２：５５　３０Ｓ５Ｔ６００　００６５　



66

II

TRIP A TRIP
B OUT TEMP

km

km
TRIP A TRIP B

TRIP A TRIP B

km/h

II
km/h

°C

km/h

II
°C

エンジンスイッチを“ ”にするとオドメ
ーター、トリップメーターまたは外気温
が表示されます。

セレクト／リセットノブを押すごとに
・・・“オドメーター”→“ ”→“
”→“ ”（外気温表示）→“オド
メーター”・・・ の順に表示が切り換わり
ます。

走行距離の累計を で示します。

リセットしてからの走行距離を で示
します。“ ”と“ ”でそれぞ
れ別の走行距離を知ることができます。
セレクト／リセットノブを押して
“ ”または“ ”を選びます。
セレクト／リセットノブをメーター表
示が“０”になるまで押して、リセット
します。

走行中（約３０ 以上）の外気温を測定
し表示します。また、エンジンスイッチ
を“ ”にしたときはそのときの外気温を
表示し、走行（約３０ 以上）するまで
その表示を続けます。
走行中に外気温が下がってきて３ 以
下になったとき、外気温を点滅表示しま
す。このとき表示がトリップメーターで
あれば、自動的に外気温を点滅表示し、
数秒後もとの表示に戻ります。
停車中に外気温が上がったときは、停車
したときの外気温を走行するまで表示し
続けますが、下ったときは停車していて
も外気温の表示を更新します。

フロントバンパー付近の外気温を
測定しているため、エンジンルー
ムや路面の熱の影響を受けやすい
停車中や渋滞中など（約３０ 以
下）は正しい外気温を表示しない
ことがあります。
外気温表示の自動切り換え点滅表
示は、エンジンスイッチを“ ”に
してから最初に３ 以下に下が
ったときにのみ作動します。

オド／トリップメーター、外気温表
示

表示の切り換え

オドメーター

トリップメーター

外気温表示

オートエアコン装備車

０１／０８／０６　１０：１３：０８　３０Ｓ５Ｔ６００　００６６　
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II

TRIP A TRIP
B

km

km
TRIP A TRIP B

TRIP A TRIP B

エンジンスイッチを“ ”にするとオドメ
ーターまたはトリップメーターが表示さ
れます。

セレクト／リセットノブを押すごとに
・・・“オドメーター”→“ ”→“
”→“オドメーター”・・・ の順に表示が
切り換わります。

走行距離の累計を で示します。

リセットしてからの走行距離を で示
します。“ ”と“ ”でそれぞ
れ別の走行距離を知ることができます。
セレクト／リセットノブを押して
“ ”または“ ”を選びます。
セレクト／リセットノブをメーター表
示が“０”になるまで押して、リセット
します。

オド／トリップメーター

．車を運転するときに

表示の切り換え

オドメーター

トリップメーター

オートエアコン非装備車

２ メーター

０１／０８／０６　１０：１３：１８　３０Ｓ５Ｔ６００　００６７　
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イラストは代表例を掲載しています。

表示灯

方方向向指指示示器器表表示示灯灯

ヘヘッッドドラライイトトのの上上向向きき表表示示灯灯

０１／０８／０６　１０：１３：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　００６８　
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方向指示器のランプの点滅状態を表示し
ます。

電球が切れたときや、ワット（Ｗ）
数の違ったものを使ったときは、
表示灯の点滅周期が異常になりま
す。

ヘッドライトが上向きのときに点灯しま
す。

電球（バルブ）の交換 →１６４ページ

電球（バルブ）のワット数

→２００ページ

方向指示器表示灯 ヘッドライトの上向き（ハイビーム）
表示灯

．車を運転するときに 表示灯２

０１／０８／０６　１０：１３：２９　３０Ｓ５Ｔ６００　００６９　
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AABBSS

PPGGMM--FFII

SSRRSS

EPS

イラストは代表例を掲載しています。

警告灯

油油圧圧警警告告灯灯 充充電電警警告告灯灯

警警告告灯灯ブブレレーーキキ警警告告灯灯

警警告告灯灯

シシーートトベベルルトト警警告告灯灯

燃燃料料残残量量警警告告灯灯

エエアアババッッググシシスステテムム警警告告灯灯

ドドアア開開閉閉警警告告灯灯テテーールルゲゲーートト
開開閉閉警警告告灯灯

エレクトリック
パワーステアリング
（ ）警告灯

０１／０８／０６　１０：１３：３４　３０Ｓ５Ｔ６００　００７０　
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ABS ABS

ABS

ABS

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑し
ているオイルの圧力が低下すると点灯し
ます。

点灯したまま走行しないでくださ
い。エンジンが破損するおそれが
あります。

エンジン回転中に点灯した場合は、ただ
ちに安全な場所に停車してエンジンを止
め、エンジンオイル量を点検してくださ
い。
エンジンオイルが減っていないのに点灯
しているときや、エンジンオイルを補給
しても点灯するときは、ただちにホンダ
プリモ店へご連絡ください。

パーキングブレーキが完全に戻っていな
いときやブレーキ液量がいちじるしく減
少しているときに点灯します。また、

が異常のときにも 警告灯と同
時に点灯します。

走行中点灯したときやパーキングブレー
キを解除しても消灯しないときは、
ブレーキ液量を点検します。
下限より下がっていたらただちにホン
ダプリモ店へご連絡ください。
ブレーキ液量が下限以下になっていな
いのに点灯するときや、パーキングブ
レーキをかけても点灯しないときは、
お早めにホンダプリモ店で点検を受け
てください。

ブレーキ液量が正常で、同時に点灯した
ときは、 の異常が考えられます。
高速走行や急ブレーキを避けて、ただち
にホンダプリモ店で点検を受けてくださ
い。

油圧警告灯 ブレーキ警告灯

．車を運転するときに

点灯したときは

点灯したときは

警告灯と同時に点灯したときは

２ 警告灯

０１／０８／０６　１０：１３：４４　３０Ｓ５Ｔ６００　００７１　
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PGM-FI

OFF

km/h

エンジン制御システムが異常のときに点
灯します。

充電系統が異常のときに点灯します。

運転中に点灯した場合は、電気の消費を
減らすため、ヒーター・エアコンスイッ
チ、リヤデフロスタースイッチを“ ”
にして、ただちにホンダプリモ店で点検
を受けてください。

エンジン各気筒の失火状態を検知
し、警告灯を点滅させる機能を持
っています。警告灯が点滅した状
態で運転は続けないでください。
触媒装置を焼損することがありま
す。

エンジン再始動後、警告灯が消灯しな
いときや再び点滅するときは、触媒装
置保護のため、急加速、急減速などの
無理な運転を避け、５０ 以下の速
度で、最寄りのホンダプリモ店まで走
行し点検を受けてください。

走行中に点滅した場合は、枯草などの
可燃物のない安全な場所に停車し、１０
分間以上エンジンを止めて、冷えるま
でお待ちください。

運転中に点灯した場合は、高速走行を避
けて、ただちにホンダプリモ店で点検を
受けてください。

触媒装置が異常のときは点滅します。

充電警告灯 警告灯

点灯したときは

点滅したときは

点灯したときは

０１／０８／０６　１０：１３：５５　３０Ｓ５Ｔ６００　００７２　
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II

テールゲートが完全に閉まっていないと
きに点灯します。

テールゲートを完全に閉めてください。

ドアが完全に閉まっていないときに点灯
します。

ドアを完全に閉めてください。

エンジンスイッチを“ ”にすると、運転
席シートベルトを着用するまで点灯し続
けます。

燃料タンク内のガソリン残量が７．５ 前
後になったときに点灯します。

燃料の補給 →３６ページ

テールゲート開閉警告灯

ドア開閉警告灯シートベルト警告灯

燃料残量警告灯

．車を運転するときに２ 警告灯

警告灯

０１／０８／０６　１０：１４：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　００７３　
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ABS
SRS

ABS
SRS

SRS

が異常のときに点灯します。
ユニットがシステムの異常を検出す

ると点灯します。
エアバッグシステム →９９ページ

シートベルトプリテンショナー

→１０１ページ

→１０３ページ

アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

エアバッグシステム警告灯
（シートベルトプリテンショナー
警告灯兼用）

０１／０８／０６　１０：１４：０９　３０Ｓ５Ｔ６００　００７４　
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EPS

II

EPS

SRS

ABS

EPS

PGM-FI

エンジンスイッチを“ ”にしたとき、下
記の警告灯類が点灯するのが正常です。

（エンジン始動後消灯）

点灯しないときは、ホンダプリモ店へご
連絡ください。

が異常のときに点灯します。

運転中に点灯したとき（安全な場所に停
車してからエンジンを再始動し、その後
走行中に消灯していれば正常です。）は、
システムの異常が考えられますので、す
みやかにホンダプリモ店で点検を受けて
ください。 （エンジン始動後消灯）

警告灯が点灯しているときは、パ
ワー装置のはたらきを制限するの
で、ハンドル操作が重くなります。
停車中または極低速でハンドル操
作をくり返したときなどシステム
の温度が上昇すると、システム保
護のためパワー装置のはたらきを
制限するので、ハンドル操作が除
々に重くなります。
システムの温度が下がると復帰し
ます。
システム保護がはたらくような使
いかたを連続的にくり返すと、シ
ステム破損の原因となります。

（パーキングブレーキを完全に解除す
ると消灯）

（パーキングブレーキが解除されてい
るときは数秒後消灯）

（約６秒後消灯）

（エンジン始動後消灯）

（エンジン始動後消灯）

（数秒後消灯）

警告灯の電球切れの点検

油圧警告灯

点灯したときは

充電警告灯

ブレーキ警告灯

エアバッグシステム警告灯

アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

エレクトリックパワーステアリング
（ ）警告灯

エレクトリックパワーステアリング
（ ）警告灯

．車を運転するときに

警告灯

警告灯２

０１／０８／０６　１０：１４：２４　３０Ｓ５Ｔ６００　００７５　
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II

0

I

II

III

エンジンをかけずにラジオ
などのアクセサリーを使用
するときの位置です。

運転するときの位置です。

エンジン始動位置です。
始動したら、キーから手を
離してください。自動的に
“ ”に戻ります。

キーを抜き差しする位置で
す。

“Ｉ”でキーを押し込んで“０”まで回し
てキーを抜きます。

キーを抜くとハンドルがロックさ
れます。

ハンドルを左右に回しながらキーを回せ
ば容易に回ります。

スイッチの使いかた

エンジンスイッチ キーを抜くとき

“０”から“Ｉ”にキーが回らないとき

・

０１／０８／０６　１０：１４：３６　３０Ｓ５Ｔ６００　００７６　
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II

エンジンスイッチが“Ｉ”または“０”でキ
ーを差し込んだまま車を離れようとした
とき（運転席ドアを開けたとき）、ブザー
が鳴りキーの抜き忘れを知らせます。

走行中はエンジンを止めないでく
ださい。
エンジンスイッチを“０”にすると
キーが抜けることがあり、ハンド
ルがロックされ、思わぬ事故につ
ながります。

エンジンを止めた状態で“Ｉ”また
は“ ”のまま、長時間放置しない
でください。
バッテリー容量が低下し、エンジ
ンがかからなくなることがありま
す。
車から離れるときは、バッテリー
保護のため必ず“０”にしてくださ
い。

●キー抜き忘れ警告ブザー

．車を運転するときに２ スイッチの使いかた

０１／０８／０６　１０：１４：４２　３０Ｓ５Ｔ６００　００７７　
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エンジンスイッチの位置に関係なく次の
ように点灯、消灯します。

エンジンが止まっている状態で、
ライト類を点灯したままにしない
でください。バッテリーあがりの
原因となります。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“０”で、
ライトを消し忘れたまま車を離れようと
したとき（運転席ドアを開けたとき）、ブ
ザーが鳴りライトの消し忘れを知らせま
す。

対向車のあるときや市街地走行な
ど、上向きが不適切なときは下向
きにします。

スイッチの位置
ヘッドライト
計器類照明灯
車幅灯・尾灯
番号灯

点灯

点灯

点灯

レバーを前方へ押すと上向きになります。
戻すと下向きになります。
上向きのときは、メーター内の表示灯が
点灯します。

レバーを手前に引いている間、上向きが
点灯します。

－

ヘッドライトの上向き（ハイビーム）

表示灯 →６９ページ

ライトスイッチ

●ライトの点灯・消灯

●ライト消し忘れ警告ブザー

●ヘッドライトの上向き（ハイビー
ム）と下向き（ロービーム）の切り
換え

●追越合図（パッシング）

０１／０８／０６　１０：１４：５６　３０Ｓ５Ｔ６００　００７８　
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IIエンジンスイッチが“ ”のとき使えます。
ふだんは の位置で使います。
この位置ではハンドルの切り角が小さい
ときには戻らない場合もあります。戻ら
ないときは手で戻してください。
車線変更などでは の位置に軽く手で押
さえながら使います。

スイッチを押すとすべての方向指示器の
ランプが点滅します。
故障でやむをえず路上駐車するとき使い
ます。

非常時にのみお使いください。
完全充電の新しいバッテリーでも
約２時間以上使うとバッテリー容
量が低下し、エンジンの始動がで
きなくなります。

方向指示器（ウィンカー）
スイッチ

非常点滅表示灯（ハザード）
スイッチ

左左折折

右右折折

押押すす

２．車を運転するときに スイッチの使いかた

０１／０８／０６　１０：１５：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　００７９　
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OFF

ワイパーを作動中にガラスに雪な
どがたまりワイパーが停止したと
きは、安全な場所に停車してワイ
パースイッチを“ ”、エンジン
スイッチを“０”または“Ｉ”にして
ワイパーが作動できるように雪な
どの障害物を取り除いてください。

寒冷時はフロントガラスが暖まる
までウォッシャー液を噴射しない
でください。
ウォッシャー液が凍りついて視界
のさまたげとなり、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

寒冷時、ブレード（ゴム部）がガラ
ス面に張りつくことがありますの
でヒーターでフロントガラスを暖
めてください。
凍りついたまま動かすとブレード
（ゴム部）を傷めたり、ワイパーモ
ーターの故障の原因となります。

ウォッシャー液が出ないときはウ
ォッシャースイッチを切ってくだ
さい。
ウォッシャー液がないままで動か
すとポンプの故障の原因となりま
す。

空ぶきをしないでください。ガラ
ス面に傷をつけたり、ブレード
（ゴム部）を傷めたりします。

ワイパーモーターには、保護機能
としてブレーカーを内蔵していま
す。
モーターの負荷が大きい状態が続
いたときなどには、ブレーカーが
作動し、一時的にモーターが止ま
ることがあります。
数分ほどすると、ブレーカーが復
帰して通常通り使用できるように
なります。

デフロスター →１１４、１２１ページ

ワイパー／ウォッシャー
スイッチ

０１／０８／０６　１０：１５：１０　３０Ｓ５Ｔ６００　００８０　
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II

OFF
INT
LO
HI

MIST

エンジンスイッチが“ ”のとき使えます。

停止
雨量の少ないとき
普通雨量のとき
雨量の多いとき

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・（間欠） ・
・・・・・・・（低速） ・
・・・・・・・・（高速） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
レバーを押し上げている間、高速で作動
します。
霧や小雨のときなどに使うと便利です。

レバーを手前に引くとウォッシャー液が
噴射します。レバーを引いている間はワ
イパーが作動し、レバーを離した後さら
に２～３回作動します。

●フロントガラス

．車を運転するときに

ワイパースイッチ

ウォッシャースイッチ

２ スイッチの使いかた

下下げげるる

押押しし上上げげるる

手手前前にに引引くく

０１／０８／０６　１０：１５：２１　３０Ｓ５Ｔ６００　００８１　
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II
ON

OFF

ON

OFF
ON

リヤガラスを暖め、曇りを取ることがで
きます。

エンジンスイッチが“ ”のときスイッチ
を押すと“ ”になり、同時に作動表示
灯が点灯します。もう一度スイッチを押
すと“ ”になり、作動表示灯は消灯し
ます。

停止
ワイパーが作動します。
スイッチを“ ”にす
ると、数回ワイパーが
作動し、その後間欠作
動に切り換わります。
スイッチを回している
間、ウォッシャー液が
噴射します。スイッチ
を回している間はワイ
パーが作動し、スイッ
チを離した後さらに２
～３回作動します。

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

リヤデフロスタースイッチ●リヤガラス

押押すす

表表示示灯灯

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：１５：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　００８２　
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OFF

ON
OFF

ハンドルのパッドを押すとホーンが鳴り
ます。

この装置は消費電力が大きいので
曇りが取れたら“ ”にしてくだ
さい。オートエアコン装備車は
“ ”のままであっても、約１５分
経過後自動的に“ ”になります。
また、エンジンの回転が低いとき
長時間使わないでください。バッ
テリー容量が低下し、エンジン始
動に影響することがあります。
リヤガラスの内側に電熱線が装着
されています。電熱線は傷つきや
すいので清掃のときは電熱線に沿
ってやわらかい布でふいてくださ
い。また、手荷物などで傷つけな
いようにしてください。

ホーンスイッチ

２．車を運転するときに スイッチの使いかた

パパッッドド

０１／０８／０６　１０：１５：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　００８３　
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バッテリー液が不足しているとき
は、エンジンの始動をしないでく
ださい。
バッテリーが破裂するおそれがあ
ります。
車庫や屋内などの換気の悪いとこ
ろではエンジンをかけたままにし
ないでください。
車内や屋内などに排気ガスが侵入
し、一酸化炭素中毒のおそれがあ
ります。

エンジンを始動するときは、ブレ
ーキペダルをしっかりと踏んでく
ださい。

排気音が変わったり、車内でガソ
リンや排気ガスのにおいが消えな
い場合は、排気系や燃料系の異常
が考えられますので、必ずホンダ
プリモ店で点検を受けてください。

チェンジレバーをＮ（ニュートラル）に
してください。

パーキングブレーキがかかっているこ
とを確認します。
パーキングブレーキの操作 →８６ページ

チェンジレバーの操作 →８８ページ

運転のしかた

エンジンのかけかた

チチェェンンジジレレババーー

パパーーキキンンググブブレレーーキキ

０１／０８／０６　１０：１５：４３　３０Ｓ５Ｔ６００　００８４　
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OFF

消費電力の大きいライト類、エア
コン、リヤデフロスターのスイッ
チは“ ”にした方が始動は容易
になります。

ブレーキペダルをしっかりと踏み、ク
ラッチペダルもいっぱいに踏み込みま
す。
アクセルペダルを踏まずに、エンジン
が始動するまでスターターを回してく
ださい。

バッテリーあがりを防ぐため、ス
ターターは連続して１５秒以上回さ
ないでください。１５秒回してもエ
ンジンが始動しなかったときは、
一度キーを“Ｉ”に戻して１０秒以上
待ってから再始動してください。
エンジンがあたたまっていると始
動に時間がかかることがあります。
アクセルペダルを半分程度踏み込
んだまま、スターターを回してく
ださい。エンジンが始動したらア
クセルペダルを徐々に戻してくだ
さい。
エンジン始動後は、エンジン制御
システムの働きによりエンジン回
転が高くなりますが、自動的に適
正回転に下がります。

思わぬ事故を防ぐため、クラッチペダ
ルをいっぱいに踏み込まないとスター
ターが回らないようになっています。

・クラッチ・スタートシステム

ブブレレーーキキペペダダルル

ククララッッチチ
ペペダダルル

２．車を運転するときに 運転のしかた

０１／０８／０６　１０：１５：５２　３０Ｓ５Ｔ６００　００８５　
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レバーを軽く引き上げながら、ボタン
を押します。

ボタンを押さずにレバーをいっぱいに引
きます。

後輪ブレーキがききます。

ボタンを押したまま、レバーを下に完
全におろします。

解除するとき

かけるとき

パーキングブレーキ

レレババーー

軽軽くく引引きき上上げげるる

引引くく

ボボタタンン

完完全全ににおおろろすす

押押すす

０１／０８／０６　１０：１６：００　３０Ｓ５Ｔ６００　００８６　
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パーキングブレーキをかけたまま
走行しないでください。
ブレーキが過熱し効きが悪くなる
おそれがあります。

駐車するときは、車が動き出さな
いように必ずパーキングブレーキ
をかけてください。
寒冷時のパーキングブレーキの取

り扱い →１９０ページ

２．車を運転するときに 運転のしかた

０１／０８／０６　１０：１６：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　００８７　
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変速するときは、クラッチペダルをいっ
ぱいに踏み込んで、チェンジレバーを確
実に操作します。

炎天下に長時間駐車すると、シ
フトノブが熱くなることがあり
ます。
外気温が低いときは、シフトノ
ブが冷たくなることがあります。

停車してもＲに入らない場合は、
故障が考えられますので、すみや
かにホンダプリモ店で点検を受け
てください。

この車のシフトノブはアルミ製で
す。

誤操作を防ぐため、Ｒへは一定車速以上
では入らないようになっています。
停車してもＲに入らないときは、チェン
ジレバーを一度Ｎへ戻し、１、２側に倒
してからＲに入れてください。

車が完全に止まらないうちはＲに
入れないでください。
トランスミッション破損の原因と
なります。

上記の操作をしてもＲに入らないときは
パーキングブレーキをかけてエンジン
スイッチを“Ｉ”または“０”にします。
クラッチペダルを踏んで、チェンジレ
バーをＲに入れます。
クラッチペダルを踏んだまま、エンジ
ンを始動します。

停車してからＲに入れて下さい。

チェンジレバーの操作

●チェンジレバー

Ｒに入れるとき

・

・

・Ｒに入らないとき

０１／０８／０６　１０：１６：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　００８８　
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km

km/h

km/h

km/h

km/h

km/h

km/h

8,400rpm

エンジンを過回転させないために、下表
の各チェンジレバー位置での速度範囲を
参考に、シフトダウンしてください。

滑りやすい路面では、急激なエン
ジンブレーキがタイヤのスリップ
を招くことがあります。
シフトダウンする際の車速には十
分注意してください。

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

法定速度を守って走行してくださ
い。
１，０００ 走行するまではエンジン
や駆動系の保護のため急発進、急
加速を避け控えめな運転をしてく
ださい。
エンジンの回転をあやまって限界
回転数以上（レッドゾーン）で運転
した場合、エンジン保護装置によ
り、燃料供給が停止されます。そ
のとき、軽い衝撃を感じることが
ありますが、異常ではありません。

速度範囲

０～６０

１５～９０

２５～１２５

３５

４０

５０

チェンジレバーの位置

・・・・・・・・限界回転数 ・

●速度範囲

．車を運転するときに２ 運転のしかた

１

２

３

４

５

６

０１／０８／０６　１０：１６：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　００８９　
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LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

は駆動力を左右輪に最適配分し、有
効に伝達するための装置です。

前輪は左右共、同一サイズ、同一
種類、同一銘柄および摩耗差のな
いタイヤをお使いください。サイ
ズ、種類、銘柄や摩耗度合いの異
なるタイヤを混用すると に悪
影響をあたえます。

前輪がパンクしたときは、応急用
スペアタイヤを後輪に装着し、外
した標準タイヤを前輪に取り付け
てください。

この は、ヘリカルギヤを使ったトル
ク感応型となっています。
トルク感応型 の特性として、加速時
にハンドルが重くなったり、振動を感じ
ることがあります。

リミテッドスリップデフ（ ）

のしくみ 取り扱いについて

０１／０８／０６　１０：１６：２９　３０Ｓ５Ｔ６００　００９０　
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92
94
95

96
97
98

100
101

102
102
103

104

エアバッグシステムの
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・しくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・

エアバッグシステムの
効果を十分に発揮させる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ために ・
・・・・・・お子さまを乗せるときは ・

・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

の
・・・・・・・・・・・・・・・・・・しくみ ・

・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・
・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・

シートベルトプリテンショナー

安全装備

● エアバッグシステム

●

●
（ ）

●その他の安全装備

シートベルトプリテンショナー

アンチロックブレーキシステム

０１／０８／０６　１０：１６：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　００９１　
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SRS

SRS

SRS

SRS

SRS II

SRS

SRS

SRS

SRS
SRS

SRS

Supplemental Restraint System

前方向からの衝突により、 エアバッ
グが膨らんで運転者および助手席同乗者
の顔面への衝撃を緩和する装置です。

エンジンスイッチが“ ”のとき、前方向
からの衝突により、センサーが一定以上
の衝撃（正しくシートベルトを着用して
いてもハンドルに顔面があたり、けがを
するような場合）を感知するとシステム
が作動し、 エアバッグが膨らんで運
転者および助手席同乗者の顔面への衝撃
を緩和します。

エアバッグシステム装備車で
あっても、必ずシートベルトを着
用してください。
シートベルトを正しく着用し、正
しい乗車姿勢をとらないと衝突な
どのとき エアバッグの効果が
十分に発揮されず、重大な傷害や
死亡などの危険性が高くなります。

エアバッグが膨らんだ直後は、
エアバッグ構成部品に触れな

いでください。
構成部品が熱くなっているため、
やけどなど思わぬけがをすること
があります。

＊ ：サプリメンタルレストレイントシス

テム（ ）の略

でシートベルトの補助拘束装置の意味

エアバッグシステムのしくみ

● エアバッグシステムとは

エアバッグシステムはシートベ
ルトに代わるものではありません。
必ず、シートベルトを着用してくだ
さい。

●どのように作動するか

エアバッグシステム
（運転席／助手席用シートベルト補助乗員保護装置）

０１／０８／０６　１０：１６：４２　３０Ｓ５Ｔ６００　００９２　
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SRS
SRSSRS

SRS

SRS
SRS

SRS SRS

SRS

助手席用 エアバッグシステムは、同
乗者がいなくても作動します。

エアバッグは一度膨らむと再使用できません。
ホンダプリモ店で交換してください。

エアバッグが膨らむと白煙が出ますが、火災ではありません。また、人体へ
の影響もありません。ただし、残留物（カスなど）が目や皮膚などに付着したとき
には、できるだけ早く水で洗い流してください。
皮膚の弱いかたなどは、まれに皮膚を刺激することがあります。

膨らんだ エアバッグはすぐにしぼみます。視界をさまたげません。

エアバッグは非常に速い速度で膨らむため、 エアバッグとの接触により
すり傷、やけど、打撲などを受けることがあります。

車体が衝撃を十分に吸収できた場合、システムは作動しません。

助手席用 エアバッグシステム運転席用 エアバッグシステム

３．安全装備 エアバッグシステム

作作動動時時

作作動動時時

作作動動後後

作作動動後後

０１／０８／０６　１０：１６：５３　３０Ｓ５Ｔ６００　００９３　
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SRS

kkmm//hh

次のような場合、車両下部に強い衝撃を
受けたとき作動することがあります。車
両に衝撃を受けないように十分に速度を
落とし障害物をさけて走行してください。

次のような場合に作動します。

衝撃を吸収できるもの（車やガー
ドレールのように変形するもの）
に衝突した場合、 エアバッグ
が作動するときの速度（車速）は高
くなります。

作動するとき

車車両両のの前前方方左左右右約約３３００度度以以内内のの方方向向かからら強強
いい衝衝撃撃をを受受けけたたとときき

縁縁石石ななどどにに衝衝突突ししたたとときき

約約３３００°°

約約３３００°°

２２００～～３３００ 以以上上のの速速度度でで、、ききわわめめてて厚厚
いい固固定定さされれたたココンンククリリーートトのの壁壁にに真真正正面面
かからら衝衝突突ししたたととききとと同同等等かか、、そそれれ以以上上のの
衝衝撃撃をを受受けけたたとときき

高高いいととこころろかからら落落ちちたたとときき

深深いい穴穴やや溝溝ななどどにに落落ちちたたとときき

突突起起物物ななどどにに衝衝突突ししたたとときき

０１／０８／０６　１０：１７：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　００９４　
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SRS SRS

SRS

衝突の位置、衝撃の度合い、角度によっ
て、作動しないことがあります。

シートベルトだけで乗員を保護できるよ
うな低い速度での衝突や次のような場合、
乗員保護の効果がないので作動しません。

車体の部位によって衝撃の吸収度
合いが異なりますので、損傷状態
の大小と エアバッグの作動は
必ずしも一致しません。

事故の状況、形態によっては、
エアバッグが作動することが

あります。

作動しないとき

３．安全装備 エアバッグシステム

電電柱柱、、立立木木ななどどへへのの衝衝突突

トトララッッククななどどへへのの潜潜りり込込みみ

部部分分的的なな衝衝突突やや斜斜めめ方方向向かかららのの衝衝突突

横横方方向向かかららのの衝衝突突

後後部部かかららのの衝衝突突

横横転転ままたたはは転転覆覆

０１／０８／０６　１０：１７：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　００９５　
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SRS

SRS
SRS

正しい運転姿勢（シートに深く腰かけた
状態で、背もたれから背を離すことなく
ペダルを十分に踏み込め、ハンドルが楽
に操作できる状態）がとれる範囲で、シ
ートを後ろに下げます。

シートを後ろに下げて深く腰かけ、背中
を背もたれから離さないようにします。

ハンドルに顔や胸などを近づけて
いると、 エアバッグが膨らむ
際、強い衝撃を受け、重大な傷害
を受けるおそれがあります。

インストルメントパネルに顔や胸
などが近づかないようにシートを
後ろに下げてください。また、イ
ンストルメントパネルに手や足な
どを置かないでください。

エアバッグが膨らむ際、強い
衝撃を受け、重大な傷害を受ける
おそれがあります。

エアバッグシステムの効果を十分に発揮させるために

●正しい乗車姿勢で 助手席

運転席

０１／０８／０６　１０：１７：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　００９６　
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SRS

SRS

SRS

このシステムは、シートベルトと併用す
ることでその効果を発揮します。
必ず、シートベルトを着用してください。

お子さまは、後席に乗せ必ずシートベル
トを着用させてください。
正しく着用できない小さなお子さまは、
体格に合わせてチャイルドシートをお使
いください。

助手席には乳児用シートを取り付
けないでください。また、幼児用
シートを後ろ向きに取り付けない
でください。 エアバッグが膨
らむ際、乳児用シートや、幼児用
シートの背面に強い衝撃を受け、
重大な傷害を受けたり、死亡する
おそれがあります。
また、やむをえず幼児用シートを
前向きに取り付ける場合は、
エアバッグから遠ざけるため、シ
ートを一番後ろに下げてください。

●シートベルトは必ず着用

●チャイルドシートなどの取り付け
について

．安全装備

お子さまを乗せるときは

３ エアバッグシステム

０１／０８／０６　１０：１７：３０　３０Ｓ５Ｔ６００　００９７　
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SRS

SRS

ハンドルを交換したり、パッドにステ
ッカー類を貼ったりすると正常に機能
しなくなります。

エアバッグの取り外し、分解などはしないでください。
不適切に扱うと誤って作動したり、正常に機能しなくなります。

インストルメントパネル上面にステッ
カー類を貼ったり、アクセサリーや芳
香剤など物を置かないでください。
フロントガラスにアクセサリーなどを
取り付けたり、ルームミラーにワイド
ミラーを取り付けたりしないでくださ
い。
また、 エアバッグと乗員との間に
テレビなどの用品を取り付けたり、物
を置いたりしないでください。
正常に機能しなくなったり、作動時に
これらの物がとぶことがあります。

取り扱いについて

スステテッッカカーー

芳芳香香剤剤

スステテッッカカーー

０１／０８／０６　１０：１７：３７　３０Ｓ５Ｔ６００　００９８　
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SRS
SRS

II

II

SRS

SRS

SRS

SRS

SRS

Honda

SRS

メーター内に組み込まれており、 ユ
ニットがシステムの異常を検出すると点
灯します。

エンジンスイッチを“ ”にしたときに約
６秒間点灯して消えるのが正常です。

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかにホンダプ
リモ店で点検を受けてください。
運転中に点灯したとき
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは約
６秒経過しても消灯しないとき

ハンドルまわり、インストルメン
トパネルまわりやセンターコンソ
ール付近の修理、オーディオ等用
品の取り付けおよびダッシュボー
ド周辺の板金塗装および修理をす
る場合は、 エアバッグシステ
ムに影響を及ぼすおそれがありま
すので、必ずホンダプリモ店にご
相談ください。

エアバッグシステム装備車を
廃棄するときは必ずホンダプリモ
店にご相談ください。正しく取り
扱わないと エアバッグシステ
ムが思いがけなく作動することが
あります。

必要なときに エアバッグが膨
らまないおそれがあります。

サスペンションの改造をしないで
ください。車高やサスペンション
の硬さが変わると エアバッグ
の誤作動につながります。
（ 純正品を除く）

● エアバッグシステム警告灯

．安全装備

・
・

３ エアバッグシステム

０１／０８／０６　１０：１７：４８　３０Ｓ５Ｔ６００　００９９　
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SRS

II

SRS

前方向からの衝突により、前席シートベ
ルトを瞬間的に引き込み、シートベルト
の拘束効果をいっそう高める装置です。

シートベルトを着用するときは、
必ず次のことをお守りください。
守らないとプリテンショナーが十
分に効果を発揮しません。
シートベルトを正しく着用して
ください。

正しい運転（乗車）姿勢をとって
ください。

シートベルトプリテンショナーは
一度作動すると、再使用できませ
ん。作動すると、シートベルトを
引き出すことも巻き取ることもで
きなくなります。ホンダプリモ店
で交換してください。
なお、シートベルトを着用してい
なくても作動しますので、助手席
側も同時に交換してください。

エアバッグシステムと同じ条件で作
動します。

エンジンスイッチが“ ”のとき、前方向
からの衝突により、センサーが一定以上
の衝撃を感知するとシステムが作動し、
前席シートベルトを瞬間的に引き込み、
シートベルトの拘束効果をいっそう高め
ます。

シートベルト →５０ページ

正しい運転姿勢 →４２ページ

エアバッグシステム →９２ページ

シートベルトプリテンショナーのしくみ

●シートベルトプリテンショナーと
は

●どのように作動するか

シートベルトプリテンショナー

・

・

シシーートトベベルルトトププリリテテンンシショョナナーー

０１／０８／０６　１０：１８：００　３０Ｓ５Ｔ６００　０１００　
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SRS

SRS

SRS

II

II

シートベルト引き込み装置の取り
外し、分解などはしないでくださ
い。
不適切にあつかうと誤って作動し
たり、正常に機能しなくなります。

シートベルト引き込み装置やセン
ターコンソール付近の修理、オー
ディオ等用品の取り付けおよび修
理をする場合は、プリテンショナ
ーに影響を及ぼすおそれがありま
すので、必ずホンダプリモ店にご
相談ください。
シートベルトプリテンショナー装
備車を廃棄するときは、必ずホン
ダプリモ店にご相談ください。正
しく取り扱わないとプリテンショ
ナーと エアバッグシステムが
思いがけなく作動することがあり
ます。

メーター内に組み込まれており、 ユ
ニットがシステムの異常を検出すると点
灯します。

エンジンスイッチを“ ”にしたときに約
６秒間点灯して消えるのが正常です。

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかにホンダプ
リモ店で点検を受けてください。
運転中に点灯したとき
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは約
６秒経過しても消灯しないとき
必要なときにシートベルトが引き
込まれないおそれがあります。

取り扱いについて

●シートベルトプリテンショナー
警告灯（ エアバッグシステム
警告灯兼用）

．安全装備３ シートベルトプリテンショナー

・
・

０１／０８／０６　１０：１８：１１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０１　
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ABS

ABS

ABS

ABS

ABS

ABS

km/h ABS

ABS

急制動や滑りやすい路面で制動するとき、
車輪のロックを防止することで車両の姿
勢を安定させ、ハンドルの効きを確保し
ようとする装置です。

ブレーキペダルを踏んだとき、ペダル
が小刻みに動くことがあります。これ
は が作動しているときの現象で
異常ではありません。そのまま、ブレ
ーキペダルを強く踏み続けてください。

この装置は制動距離を短くするための
ものではありません。 を装備し
ていない車両と同様に、路面が滑りや
すくなるほど長い制動距離が必要にな
ります。
また、 が作動した状態でも車両
の姿勢やハンドルの効きには限界があ
りますので、ハイドロプレーニング現
象が起こりやすい雨天時の高速走行な
どにおいても過信せず、安全運転に心
がけてください。

低速（約１０ 以下）では は作動
せず、普通のブレーキと同じ作動にな
ります。

悪路、砂利道、深い新雪などの路面で
は、 の装備されていない車両に
比べて制動距離が長くなることがあり
ます。
このような道路条件では速度は控えめ
にして車間距離を十分にとって運転し
てください。

エンジン始動時や、エンジンが冷
えているときの発進時に、エンジ
ンルームからモーター音等が聞こ
えることがありますが、これはシ
ステムの動作チェックをしている
音で異常ではありません。

のしくみ 運転のしかた

アンチロックブレーキシステム
（ ）

● とは

●作動について
・

・

・

・

踏み続ける

０１／０８／０６　１０：１８：２１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０２　
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ABS

ABS

ABS

II

II

ABS

タイヤは必ず四輪とも同一指定サ
イズのものをお使いください。サ
イズ（外径）の異なるタイヤを混用
すると、 が正常に機能しな
くなることがあります。

メーター内に組み込まれており、
が異常のときに点灯します。

エンジンスイッチを“ ”にしたとき点灯
し、数秒後に消灯するのが正常です。
また、運転中に数秒間点灯してもすぐ消
灯し、その後走行中に点灯しなければ正
常です。

運転中に点灯したとき
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは数
秒経過しても消灯しないとき
なお、この場合でも通常のブレー
キとしての性能は確保されていま
す。（ としての作動はしませ
ん）

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかにホンダプ
リモ店で点検を受けてください。

警告灯がブレーキ警告灯と同時に
点灯したときは、ブレーキ力の配
分機能も作動しないため、急ブレ
ーキ時に車両が不安定になる可能
性があります。高速走行や急ブレ
ーキを避けて、ただちにホンダプ
リモ店で点検を受けてください。

取り扱いについて

●アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

．安全装備

・
・

３ アンチロックブレーキシステム

０１／０８／０６　１０：１８：３０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０３　
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ほかに、次のような安全装備を採用して
います。

雨天時の後方視界の確保に効果がありま
す。

車が転倒したとき、燃料タンクからの燃
料流出を防止します。

フロアカーペットやシートなどには、燃
え広がりにくい素材を採用しています。

上半身も拘束する三点式シートベルトを
後席にも採用しています。

シートベルトの未着用をランプで知らせ、
ベルトの着用を促します。

側面から外力が加わったときに、ドアの
変形を抑える効果があります。

ストップランプを高い位置にも設置し、
後方から見えやすくしています。

（→５３ページ）

（→７３ページ）

（→８１ページ）

その他の安全装備

●ロールオーバーバルブ

●難燃性材料使用の内装

●後席三点式シートベルト

●シートベルト警告灯

●ドアビーム

●ハイマウントストップランプ

●リヤワイパー タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：１８：４５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０４　



126
127
127
128
129
130

131
132
133
134
135

107
108
110
118

122
124

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・室内灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・マップランプ ・

・・・・・・・・カーゴルーム照明灯 ・
・・・・・・・・シガレットライター ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・灰皿 ・
・・・・・・・・・・・・・・サンバイザー ・

リヤシェルフ
・・・・・・・・（トランクカバー） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・小物入れ ・
・・・・・・運転席カップホルダー ・

・・・・・・・・・・・・カップホルダー ・
・・・・・・停止表示板固定ベルト ・

・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・
・・・・・・エアコンインデックス ・

・・・・・・・・・・・・オートエアコン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒーター ・

・・・・・・・・・・・・上手な使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・アンテナ ・

ドライブを快適にする装備

●室内装備品●エアコン

●オーディオ

０１／０８／０６　１０：１８：５０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０５　
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エアコン

側側面面吹吹きき出出しし口口 側側面面吹吹きき出出しし口口中中央央吹吹きき出出しし口口

０１／０８／０６　１０：１８：５４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０６　
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ノブを上下または左右に動かして、吹き
出し風の向きを調節します。

送風が必要なときは、ダイヤルを“開”の
ほうに回します。

側面ガラスが曇ったときは、吹き
出し風がガラスに直接当たるよう
両側の吹き出し口の向きを調節す
れば、より早く曇りを取ることが
できます。

吹き出し風の調節

・中央吹き出し口

・側面吹き出し口

ノノブブ

ダダイイヤヤルル

ノノブブ

開開

閉閉

４．ドライブを快適にする装備 エアコン

０１／０８／０６　１０：１９：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０７　
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120

120

121

121

110

112

114

115

116

116

オオーートトエエアアココンン

ヒヒーータターー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・暖房するとき ・

・・・・・・・・・急速に車内を暖めたいとき ・

前面／側面ガラスの霜や曇りを

・・・・・取りたいとき（デフロスター） ・

・・・・・・・・・・・急速に霜を取りたいとき ・

・・・・・・・・・オートエアコンを使うとき ・

・・・・・・・・・・・・・マニュアルで使うとき ・

前面／側面ガラスの霜や曇りを

・・・・・取りたいとき（デフロスター） ・

・・・・・・・・・・・急速に霜を取りたいとき ・

・・・・・・・・・エアコンを常用しないとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・温度感知装置 ・

エアコンインデックス

タタイイププ別別装装備備

タタイイププ別別装装備備 ・
・
・

・

・
・
・

・
・
・

０１／０８／０６　１０：１９：１０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０８　
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４．ドライブを快適にする装備 エアコン

０１／０８／０６　１０：１９：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１０９　
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AUTO

AUTO

OFF

エンジンをかけた状態で使います。

ダイヤルを回して温度を設定します。
表示温度は室温設定時のめやすとな
ります。

ダイヤルを“ ”にすると風量が
自動制御されます。

ダイヤルを“ ”にすると吹き出し口の切り換えが自動制御されます。

ファンスピード切り換えダイヤルが
“ ”以外のとき、スイッチを押す
とエアコンが作動します。（表示灯
点灯）
冷房や除湿暖房をするときに使いま
す。

スイッチを押して外気導入（表示灯
消灯）と内気循環（表示灯点灯）を切
り換えます。
トンネルや渋滞地域などで汚れてい
る外気を室内に入れたくないときは、
内気循環にします。

オートエアコン

●オートエアコンを使うとき

温温度度調調節節ダダイイヤヤルル フファァンンススピピーードド切切りり換換ええダダイイヤヤルル

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

エエアアココンンススイイッッチチ 内内外外気気切切りり換換ええススイイッッチチ

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：１９：２４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１０　
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AUTO
AUTO

OFF

ファンスピード切り換えダイヤルを にします。
吹き出し口切り換えダイヤルを にします。
温度調節ダイヤルで室内の温度を設定します。
冷房や除湿暖房をするときは、エアコンスイッチを入れます。

停止するときはファンスピード切り換えダイヤルを にします。

外気温によっては、冷風の吹き出しを防ぐため、オートエアコン作動後一定時間
ファンが回転しないことがあります。
希望温度に設定したら、温度調節ダイヤルをむやみに動かさないでください。設
定温度への到達時間が長くなることがあります。
長時間、冷風を直接体に当てないでください。冷やしすぎは健康上良くありませ
ん。
炎天下に駐車していたときは、窓を開けて熱気を追い出しながら、冷房を開始し
てください。

通常の使いかた

４．ドライブを快適にする装備 エアコン

０１／０８／０６　１０：１９：３１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１１　
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OFF

OFF AUTO
ダイヤルを回すと吹き出し口が切り
換わります。（右ページ参照）

ファンスピード切り換えダイヤルが
“ ”以外のとき、スイッチを押す
とエアコンが作動します。（表示灯
点灯）
冷房や除湿暖房をするときに使いま
す。

各スイッチ、ダイヤルを組み合わせて使うことができます。

ダイヤル
の位置
風量 停止 自動切換 弱 強

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

エエアアココンンススイイッッチチ

フファァンンススピピーードド切切りり換換ええダダイイヤヤルル

●マニュアルで使うとき

０１／０８／０６　１０：１９：３９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１２　
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上半身に送風したいとき

上半身、足元に送風したいとき

足元に送風したいとき

窓ガラスの曇りを取りたいとき

足元への送風と窓ガラスの曇りを
取りたいとき

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

０１／０８／０６　１０：１９：４９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１３　
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AUTO

エアコンスイッチを入れているときは、設定温度を最大冷房付近にしないでくだ
さい。冷風が前面ガラスにあたるとガラスの外側が曇ることがあり、視界のさま
たげになります。

ファンスピード切り換えダイヤルを“ ”にします。
吹き出し口切り換えダイヤルを“ ”にします。

ガラスの曇り取りなどに使用します。
ダイヤルを“ ”にすると自動的
にエアコンが作動し、外気導入に切
り換わります。また、吹き出し口が
前面および側面ガラスに切り換わり
ます。

●前面／側面ガラスの霜や曇りを取りたいとき（デフロスター）

デフロスター

０１／０８／０６　１０：１９：５６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１４　
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内気循環で使い続けると車内の湿
気で窓ガラスが曇り、視界のさま
たげになります。一度霜を取った
後は外気導入で使ってください。

急速に霜を取りたいとき

４．ドライブを快適にする装備 エアコン

内気循環
（表示灯点灯）

０１／０８／０６　１０：２０：００　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１５　
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装置各部のオイルをきらさないために、ときどきエンジンを低回転させた状態で数分間
冷房または除湿暖房をしてください。

室内の温度が低い場合は、エアコンが作動しないことがあります。このような場
合には、内気循環で室内を暖めてからエアコンスイッチを入れると作動します。

オートエアコンには、温度感知装置などのセンサーがついています。日射感知部や車内
温度感知部の上に物を置いたり、水をかけたりしないでください。車内温度が設定温度
とずれることがあります。

●エアコンを常用しないとき

●温度感知装置

日日射射感感知知部部

車車内内温温度度感感知知部部

０１／０８／０６　１０：２０：０７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１６　
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４．ドライブを快適にする装備 エアコン

０１／０８／０６　１０：２０：０９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１７　
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OFF

エンジンをかけた状態で使います。

ダイヤルを回して吹き出し風の温度
を調節します。

スイッチを押して外気導入（表示灯
消灯）と内気循環（表示灯点灯）を切
り換えます。
トンネルや渋滞地域などで汚れてい
る外気を室内に入れたくないときは、
内気循環にします。

ダイヤル
の位置
風量 停止 弱 強

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

温温度度調調節節ダダイイヤヤルル フファァンンススピピーードド切切りり換換ええダダイイヤヤルル

内内外外気気切切りり換換ええススイイッッチチ

ヒーター
タイプ別装備

高高

低低

０１／０８／０６　１０：２０：１７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１８　
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上半身に送風したいとき

上半身、足元に送風したいとき

足元に送風したいとき

窓ガラスの曇りを取りたいとき

足元への送風と窓ガラスの曇りを
取りたいとき

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

０１／０８／０６　１０：２０：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　０１１９　
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内気循環で使い続けると車内の湿
気で窓ガラスが曇り、視界のさま
たげになります。一度暖めた後は
外気導入で使ってください。

●暖房するとき

急速に車内を暖めたいとき

内内気気循循環環
（（表表示示灯灯点点灯灯））

外気導入（表示灯消灯）

０１／０８／０６　１０：２０：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２０　
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内気循環で使い続けると車内の湿
気で窓ガラスが曇り、視界のさま
たげになります。一度霜を取った
後は外気導入で使ってください。

急速に霜を取りたいとき

●前面／側面ガラスの霜や曇りを取りたいとき（デフロスター）

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

内内気気循循環環
（（表表示示灯灯点点灯灯））

外気導入（表示灯消灯）

０１／０８／０６　１０：２０：３９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２１　
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次のようなカセットテープは、故障の原
因になりますので、ご使用はお避けくだ
さい。
ラベルがはがれかけていたり変形した
カセットテープを使用すると、回転不
良を起こしたりテープが取り出せなく
なる場合があります。

１２０分以上のテープは非常に薄いため、
伸びたり、プレーヤーに巻き付いたり
する場合があります。

カセットテープは、変形したり録音が消
えてしまわないようにほこり、直射日光
や磁気のあるものの近くを避けてケース
に入れ保管してください。

運転中の音量は車外の音が聞こえ
る程度の音量でお使いください。
車外の音が聞こえない状態では安
全運転のさまたげとなります。
また、運転中のオーディオ操作は、
安全運転に支障がないようにして
ください。
車内や車の近くで携帯電話や無線
機を使うとオーディオに雑音が入
ることがあります。

ラジオの受信については、車の走行にと
もない受信状態が刻々と変わったり、障
害物や電車、信号機などの影響により最
良な受信状態を維持することが困難な場
合があります。

上手な使いかた ●カセットについて

●ラジオについて

オーディオ

・

・

０１／０８／０６　１０：２０：５１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２２　
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CD/MD

CD

MD

カセットテープは、プレーヤーにテープ
が巻き込まれたりしないように鉛筆など
でたるみをとってから差し込んでくださ
い。

音が歪んだり高音が出にくくなった場合
は、市販のクリーニングテープなどでプ
レーヤーの手入れをしてください。

ディスクの変形を避けるため、直射日光
や高温多湿を避けてケースに入れ保管し
てください。

悪路走行などで激しく振動した場合、音
とびすることがあります。

寒いときや雨降りのときは、プレーヤー
内部に露（水滴）が生じ、正しく作動しな
くなることがあります。その場合、ディ
スクを取り出し、換気または除湿をして
からお使いください。

下記マークのついていないディスクおよ
び円形以外のディスクは使えません。

ディスクの信号面は直接手で触れないで
ください。指紋等の汚れが付くと、音と
びなどをすることがあります。

ディスクは必ず円形のものをお使
いください。円形以外のディスク
を使用すると故障の原因となりま
す。

シャッターを無理にあけないでください。
こわれることがあります。
また、ディスクの信号面は直接手で触れ
ないでください。指紋等の汚れが付くと、
音とびなどをすることがあります。

● について

．ドライブを快適にする装備４ オーディオ

０１／０８／０６　１０：２１：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２３　
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自動洗車機を使う場合や屋根の低い場所
などでは、アンテナを外してください。

アンテナ

●センターアンテナ

０１／０８／０６　１０：２１：０８　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２４　
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４．ドライブを快適にする装備 オーディオ

０１／０８／０６　１０：２１：１０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２５　



ON

OFF
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OOFFFF

OONN

ドアの開閉に関係なく点灯します。

消灯するときは、徐々に減光してから消
えます。

ドアの開閉に関係なく消灯します。

ドアを開けると点灯し、閉めると消灯し
ます。
また、次の場合にも点灯し、その後消灯
します。

運転席ドアを解錠したとき
（ウエルカムライト機能）
エンジンスイッチからキーを抜いたと
き

エンジンスイッチからキーを抜いたと
き

次の操作を行ったときは、室内灯
は減光せずにすぐに消灯します。

運転席ドアを施錠したとき
エンジンスイッチにキーが差し
込まれた状態で運転席ドアを閉
めたとき

エンジンスイッチにキーが差し
込まれた状態で運転席ドアを閉
めたとき
エンジンスイッチにキーが差し込
まれているときは、運転席ドアを
解錠しても室内灯は点灯しません。
“中間”の位置のときに、エンジン
スイッチにキーを差し込んでいな
いときは、バッテリー保護のため
ドアを開けたままにしていると、
約３分後に消灯します。

室内装備品

室内灯

“ ”

“ ”

（中間）

（（中中間間））

キーレスエントリー非装備車

キーレスエントリー装備車

キーレスエントリー装備車

キーレスエントリー非装備車

・

・

・

・
・

・

０１／０８／０６　１０：２１：１９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２６　
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テールゲートを開いたときのみ点灯しま
す。スイッチを押すと点灯し、もう一度押す

と消灯します。
夜間、車を止めて地図などを見るときに
便利です。

マップランプ カーゴルーム照明灯

４．ドライブを快適にする装備 室内装備品

押押すす
押押すす

タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：２１：２５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２７　
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II

Honda

シガレットライターの金属部分に
は触れないでください。
やけどをするおそれがあります。

シガレットライターの損傷を防ぐ
ため、次のことをお守りください。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“ ”のと
きだけ使えます。

ライターを押し込んで、手を離し、元の
位置に戻るまで待ちます。
ヒーター部が赤熱すると自動的に戻りま
す。

ライター使用後は灰皿で灰を落としてか
らすみやかに元に戻してください。

ライターを押し込んだあと、押
さえ続けないでください。
ヒーター部に灰や異物が付着し
たまま使用しないでください。
ライターのさし込み口からは、

純正品以外の電気製品
の電源を取り出さないでくださ
い。
他の車のライターを使ったり、自
車のライターを修正したりしない
でください。戻らなかったり、と
び出したりするおそれがあります。
ライターを押し込んでから、３０秒
以上たっても戻らないときは故障
のおそれがありますので手で引き
出し、ホンダプリモ店で点検を受
けてください。

シガレットライター

・

・

・

押押ししてて手手をを離離すす

０１／０８／０６　１０：２１：３４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２８　
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タバコ、マッチなどは確実に火を
消してから灰皿に捨て、灰皿は必
ず閉めてください。
また、吸いがらをためすぎたり、
紙くずなどの燃えやすいものを入
れないでください。
タバコなどの火が燃え広がるおそ
れがあります。

清掃するときは遮熱板を下に押さえなが
ら外します。

灰皿

遮遮熱熱板板
押押すす

引引くく

室内装備品４．ドライブを快適にする装備

０１／０８／０６　１０：２１：４０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１２９　
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サンバイザーを横にするときは、フック
から外して行います。

サンバイザーに鏡があります。
お化粧のときなどに便利です。

サンバイザー ●バニティミラー（化粧鏡）
タイプ別装備

格格納納時時

フフッックク

ササンンババイイザザーー

０１／０８／０６　１０：２１：４６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３０　
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リヤシェルフの上に物を置かない
でください。
後方視界をさまたげるばかりでな
く、急ブレーキなどのときにとび
出すおそれがあります。

テールゲート裏側から、フックを外し
ます。

リヤシェルフをフックから外して取り
出します。

取り付けるときは、逆の手順で行います。

リヤシェルフ
（トランクカバー）

●取り外し

．ドライブを快適にする装備

フフッックク

タイプ別装備

４ 室内装備品

０１／０８／０６　１０：２１：５４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３１　
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ノブを引くと開きます。

走行中は、グローブボックスのふ
たを必ず閉めてください。
グローブボックスのふたが開いて
いると、衝突したときなどにふた
にぶつかったり、内部の物がとび
出したりして思わぬ事故につなが
ります。

リッドを前方へスライドさせて開けま
す。

カップホルダーが出ているときは、ホ
ルダーを前方へ収納させます。

カップホルダー前側にも、小物が
おけるトレイがあります。

●グローブボックス

●センターコンソールボックス小物入れ

ノノブブ
リッド

トレイ

カップホルダー

０１／０８／０６　１０：２２：０４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３２　
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図のように引き出して使います。 ドアの開閉や走行中の振動、車の
動きなどで飲み物がこぼれること
があります。
熱い飲み物などはやけどのおそれ
がありますので注意してください。

運転席カップホルダー

引引きき出出すす

室内装備品４．ドライブを快適にする装備

０１／０８／０６　１０：２２：０９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３３　
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カップなどを置くときに使います。

ドアの開閉や走行中の振動、車の
動きなどで飲み物がこぼれること
があります。
熱い飲み物などはやけどのおそれ
がありますので注意してください。

センターコンソールボックスの中にあり
ます。
リッドを前方にスライドさせて開きます。

カップホルダーがコンソールボッ
クス内前方に収納されているとき
は、後方へ引き出します。
カップホルダーを前方へ収納させ
るとコンソールボックスが広くな
ります。
センターコンソールボックス

→１３２ページ

カップホルダー ●前席用

リッド

０１／０８／０６　１０：２２：１８　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３４　
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ベルトで停止表示板を固定します。

停止表示板固定ベルト●後席用

．ドライブを快適にする装備 室内装備品４

ベベルルトト

０１／０８／０６　１０：２２：２４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３５　
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０１／０８／０６　１０：２２：２６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３６　
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160

Honda JAF

・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・工具の種類 ・

・・・・・・・・・・・・発炎筒について ・

・・踏切で動けなくなったとき ・
・・・・高速道路で故障したとき ・
・・道路で動けなくなったとき ・

・・・・・・・・故障の修理について ・

・・・・・・・

けん引されるとき
・・・・（ロープによるけん引） ・
・・・・故障車をけん引するとき ・

・・・・・・・・ジャッキの取り扱い ・
・・・・・・・・応急用スペアタイヤ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・タイヤ交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・バッテリーあがりのとき ・
ライト類が点灯しないとき、
電気装置が作動しないとき
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

万一のとき

●工具・スペアタイヤ・発炎筒

●故障したとき

●事故が起きたとき

●けん引

●パンクしたとき

●オーバーヒートしたとき

●電気系統が異常のとき

＊全国の 販売店および の電話番号は別冊の「サービス網一覧」に記載してあります。

０１／０８／０６　１０：２２：３０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３７　
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発炎筒は助手席足元にあります。

工具・スペアタイヤ・発炎筒

格納場所

●工具・スペアタイヤ

●発炎筒

発発炎炎筒筒

応応急急用用ススペペアアタタイイヤヤ

工具・ジャッキ

０１／０８／０６　１０：２２：３７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３８　
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ガソリンなどの燃えやすいものの
そばでは使わないでください。
火災や爆発のおそれがあります。

お子さまにいじらせないでくださ
い。いたずらなどにより発炎筒が
発火して思わぬ事故ややけどの原
因になります。
発炎筒を使うとき顔やからだに向
けるとやけどなどをすることがあ
るのでおやめください。
トンネル内では視界を悪くするの
で使用しないでください。
トンネル内では非常点滅表示灯を
使ってください。

高速道路で故障などにより停止するときは、停止表示器材による表示義務があり
ますので、停止表示板などを常時携帯するようにしましょう。

スペアタイヤ、ジャッキは走行中動かないように、所定の位置にしっかり固定し
てください。

工具の種類、ジャッキ、発炎筒の使いかたなどは万一のとき困らないようあらか
じめ確かめておきましょう。

高速道路、踏切などの危険な場所で故障
したときに使います。発炎筒に記載され
ている次のことをよく読んであらかじめ
確認しておいてください。
使いかた 使用上の注意
発炎時間 有効期限

工具の種類

発炎筒について

・ ・
・ ・

５．万一のとき 工具・スペアタイヤ・発炎筒

ジジャャッッキキ ホホイイーールルナナッットトレレンンチチ

０１／０８／０６　１０：２２：４７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１３９　
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車を路肩に停め、非常点滅表示灯を点滅
させます。必要に応じて停止表示板（ま
たは停止表示灯）、発炎筒を使い、後続
する車に故障車とわかるようにします。

脱輪などで踏切内で動けなくなったとき
は、踏切の非常ボタンを押してください。
非常ボタンがわからず、緊急を要すると
きは、発炎筒で合図をしてください。

車を路側帯に寄せ、非常点滅表示灯を点
滅させ、車両後方に停止表示板（または
停止表示灯）を置いて表示してください。
法律で義務づけられています。

人は車からおりて、安全な場所に避難し
てください。

故障したとき

踏切で動けなくなったとき

高速道路で故障したとき

０１／０８／０６　１０：２２：５５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４０　
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Honda

Honda JAF

一般道路で動けなくなったときは、付近
の人に安全な場所まで押してもらってく
ださい。

この車は、スターターを回して車
を動かすことはできません。

ホンダプリモ店へお申しつけください。

お持ちこみいただければ、簡単なものは
その場で修理いたします。長くかかるも
のは、予定をお知らせします。
お持ちこみのむずかしいときには電話で
ご連絡ください。
遠出などのときは全国どこでも
販売店へご連絡ください。

販売店および の電話番号につ
いては別冊の「サービス網一覧」をご覧く
ださい。

クラッチ・スタートシステム

→８５ページ

道路で動けなくなったとき 故障の修理について

５．万一のとき 故障したとき

０１／０８／０６　１０：２３：０５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４１　
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あわてずに次の処置をとります。

医師、救急車などが到着するまでの間、
可能な応急手当を行います。
この場合、とくに頭部に傷などがある
ときは、そのままの姿勢で動かさない
ようにしますが、後続事故の心配があ
るときは安全な場所に移動させます。

外傷がなくても医師の診断を受け
ましょう。後になってから後遺症
が出るおそれがあります。

他の交通のさまたげにならないような
安全な場所（路肩、あき地など）に車を
移動させ、エンジンを止めます。

事故が起きたとき

事故の続発を防ぐ。 負傷者がいる場合は、応急手当を
行う。

１ ２

０１／０８／０６　１０：２３：１３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４２　
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事故が発生した場所、状況、負傷者や
負傷の程度などを警察官に報告し、指
示を受けます。

警察へ連絡する。

ご購入された販売店や保険会社へ
連絡する。

相手方、事故の状況をメモする。

．万一のとき

３ ４
５

５ 事故が起きたとき

０１／０８／０６　１０：２３：１９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４３　
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けん引は専門業者に依頼し、できるだけ
四輪または前輪を持ち上げて行ってくだ
さい。

やむをえず四輪を接地させてロープでけ
ん引を行う場合は、次の方法で行ってく
ださい。車輪が動かないときなど動力伝達

装置に異常があると思われるとき
は、必ず四輪または前輪を持ち上
げてけん引してください。

ロープをけん引フックにかけます。

けん引

けん引されるとき
（ロープによるけん引）

けん引フック

０１／０８／０６　１０：２３：２６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４４　
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II
0.3

パーキングブレーキを解除し、けん引
されます。けん引中は、前の車の制動
灯に注意してロープをたるませないよ
うにしてください。

チェンジレバーをＮ（ニュートラル）に、
エンジンスイッチは“Ｉ”または“ ”に
します。

ロープ中央部に白い布（ ｍ平方以
上）を付けます。

５５ｍｍ以以内内

ででききるるだだけけ同同じじ側側

２２５５ｍｍ以以内内

５．万一のとき けん引

０１／０８／０６　１０：２３：３１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４５　
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エンジンが停止している状態での
けん引は、次のことに気をつけて
ください。
ブレーキの倍力装置がはたらか
なくなるので、ブレーキのきき
が悪くなります。

けん引フックにロープをかけると
きは、車体やフックの破損・変形
を防ぐために次のことに気をつけ
てください。
けん引フック以外のところにロ
ープをかけないでください。
けん引時にけん引フックに大き
な衝撃が加わるような運転をし
ないでください。

ワイヤーロープや金属製のチェー
ンなどを使ってけん引されるとき
は、車体にあたる部分のチェーン
に布をまくなどして行ってくださ
い。
そのままけん引されると、バンパ
ーに傷をつけるおそれがあります。

パワーステアリングのパワー装
置がはたらかなくなるので、ハ
ンドル操作が重くなります。
エンジンスイッチを“０”にする
とキーが抜けることがあり、ハ
ンドルがロックされハンドル操
作ができなくなり、事故につな
がるおそれがあります。
長い下り坂では、ブレーキ部の温
度が上がりブレーキがきかなくな
るおそれがあります。レッカー車
にけん引してもらってください。

・

・

・

・

・

０１／０８／０６　１０：２３：３９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４６　
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やむをえず故障車をけん引するときは、
自車より重い車のけん引は避けてくださ
い。

けん引フックにロープをかけると
きは、車体やフックの破損・変形
を防ぐために次のことに気をつけ
てください。
けん引フック以外のところにロ
ープをかけないでください。
けん引時にけん引フックに大き
な衝撃が加わるような運転をし
ないでください。
ワイヤーロープや金属製のチェー
ンなどを使ってけん引するときは、
車体にあたる部分のチェーンに布
をまくなどして行ってください。
そのままけん引すると、バンパー
に傷をつけるおそれがあります。

故障車をけん引するとき

けけんん引引フフッックク

５．万一のとき

・

・

けん引

０１／０８／０６　１０：２３：４６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４７　
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地面が固い平らなところに車を停めま
す。
パーキングブレーキを十分にかけ、交
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ
の前後に石などで輪止めをします。

ジャッキを工具袋から取り出します。
ジャッキ使用後は工具袋へ入れ、格納し
ます。

ジャッキを地面に置き、ハンドルバー
を回してジャッキの溝がジャッキポイ
ントの中央に入るまで上げます。

タイヤと地面が少し離れるまで車体を
上げます。ジャッキをかけるときは、あらか

じめハンドルバーを回して、ある
程度アームをひろげておきます。
ジャッキポイントの真下にジャッ
キベースの角がくるようにジャッ
キを置き、ハンドルバーを回して
ジャッキの溝をジャッキポイント
の中央に確実にかみ合わせます。

パンクしたとき

ジャッキの取り扱い

●ジャッキの取り出しかた

●ジャッキのかけかた

●ジャッキをかける位置

ジジャャッッキキポポイインントト

ジジャャッッキキポポイインントト

ジジャャッッキキポポイインントト

ジジャャッッキキベベーーススのの角角

ハハンンドドルルババーー

０２／０１／３１　０９：４９：１６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４８　
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車がジャッキだけで支えられてい
るときは、不安定な状態にあるの
で車の下に入ったりしないでくだ
さい。
万一、ジャッキが外れると、思わ
ぬ事故につながります。

ジャッキを使うときは安全のため、
次のことを必ず守ってください。
エンジンをかけたままにしない。
地面が固い平らなところ以外で
は使用しない。
指定された位置以外にかけない。
人や荷物をのせたままにしない。
ジャッキの上や下に物をいれた
りしない。
タイヤ交換やタイヤチェーン着
脱以外には使用しない。

この車に搭載されているジャッキ
をお使いください。他のジャッキ
では支えられる重量（呼荷重）が不
足したり、形状が合わないことが
あります。

・
・

・
・
・

・

５．万一のとき パンクしたとき

０１／０８／０６　１０：２４：０１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１４９　
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km/h

420 kPa (4.2 kgf/cm )

応急用スペアタイヤは、タイヤがパンク
したときの応急用としてのみに使うタイ
ヤです。

お使いになるときは次のことをお守りく
ださい。

固定ネジをゆるめて取り出します。

空気圧はときどき点検し、指定空
気圧でお使いください。

前輪に応急用スペアタイヤを装着
しないでください。

応急用スペアタイヤにはタイヤチ
ェーンは装着できません。
チェーン装着時に前輪がパンクし
たときは、応急用スペアタイヤを
後輪に装着し、外した後輪タイヤ
を前輪に取り付け、これにタイヤ
チェーンを装着してください。

この応急用スペアタイヤとホイー
ルはこの車の専用品です。他のタ
イヤやホイールと組み合わせたり、
他の車に使わないでください。

応急用スペアタイヤを装着してい
るときは最低地上高が更に低くな
るので、床下やマフラーを損傷し
ないように十分注意して走行して
ください。

応急用スペアタイヤを装着したと
きは、１００ 以下で走行し、で
きるだけ早く標準タイヤに交換し
てください。

指定空気圧：

応急用スペアタイヤ

標標準準タタイイヤヤ 応応急急用用ススペペアアタタイイヤヤ

固固定定ネネジジ

０１／０８／０６　１０：２４：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５０　



151

車を地面が固く平らで安全な場所に停
め、工具類、応急用スペアタイヤを取
り出します。

ジャッキをセットします。

ホイールナットをホイールナットレン
チで少し（約１回転）ゆるめます。

タイヤと地面が少し離れるまでジャッ
キで車体を上げます。

パーキングブレーキを十分にかけ、交
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ
の前後に石などで輪止めをします。

応急用スペアタイヤは交換するタイヤ
近くの車体の下にホイール表面を上に
して置きます。

→１４８ページ

タイヤ交換

はじめに ジャッキで車体を上げる

．万一のとき５

交交換換タタイイヤヤ輪輪止止めめ

ホホイイーールルナナッットトレレンンチチ

１ ２

パンクしたとき

０１／０８／０６　１０：２４：２８　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５１　
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98 118 N·m (10.0 12.0 kgf·m)

応急用スペアタイヤを取り付けます。
ホイールナットがホイール穴のシート
部に軽く当たり、ホイールがガタつか
ない程度までホイールナットを締めま
す。

ジャッキをおろし、図の番号順に２～
３度にわたり、ホイールナットをしっ
かり締め付けます。

ホイールナットを外し、タイヤを外し
ます。

タイヤを地面に置くときは、ホイ
ール表面を上にして置いてくださ
い。
下にして置くと、ホイールに傷が
つくおそれがあります。

応急用スペアタイヤのホイールの接触
面のよごれをふき取ります。

ホイールナット締め付けトルク：

タイヤを交換する３

ホホイイーールル穴穴ののシシーートト部部

ホホイイーールルナナッットト

ホホイイーールルのの接接触触面面

ホホイイーールルナナッットト

０１／０８／０６　１０：２４：４０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５２　
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パンクした標準タイヤはセンターキャ
ップを外します。

パンクした標準タイヤをしまい、スペ
ーサーを、応急用スペアタイヤを固定
していたときとは逆向きにして固定し
ます。

標準タイヤを収納する

．万一のとき５ パンクしたとき

４

セセンンタターーキキャャッッププ

標準タイヤ

応急用スペアタイヤ スペーサー

固定ネジ

０１／０８／０６　１０：２４：４７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５３　
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98 118 N·m (10.0 12.0 kgf·m)

タイヤを地面に置くときは、ホイ
ール表面を上にして置いてくださ
い。
下にして置くと、ホイールに傷が
つくおそれがあります。

ホイールナットがホイール穴のシート
部に軽く当たり、ホイールがガタつか
ない程度までホイールナットを締めま
す。

ジャッキをおろし、図の番号順に２～
３度にわたり、ホイールナットをしっ
かり締め付けます。

標準タイヤのホイールの接触面のよご
れをふき取ります。

ホイールナット締め付けトルク：

標準タイヤを取り付けるときは５

ホホイイーールルナナッットト

ホホイイーールルのの接接触触面面

ホホイイーールル穴穴ののシシーートト部部

０１／０８／０６　１０：２４：５５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５４　
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LSD

km

前輪は左右共、同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤ
をお使いください。
サイズ、種類、銘柄や摩耗度合の異なるタイヤを混用すると に悪影響をあた
えます。

この車専用のホイールをお使いください。
専用以外のホイールを使うと走行装置やブレーキ装置に支障をきたすおそれがあ
ります。ホイール交換に際しては、必ずホンダプリモ店にご相談ください。
レンチを足で踏んだり、パイプなどを使って必要以上に締め付けないでください。
トルクがかかりすぎることがあります。
パンク修理、タイヤの摩耗、リムの変形などでホイールバランスが狂うことがあ
ります。車体の振動などの異常を感じたらホンダプリモ店で点検を受けてくださ
い。
タイヤ交換は安全のため、地面の硬い平らな場所で、他の交通に十分注意して行
ってください。必要に応じて停止表示板、非常点滅表示灯を使ってください。
必ず指定サイズ、同一種類のタイヤを使ってください。指定サイズ以外のタイヤ
や種類の異なるタイヤを使うと安全性を損ないます。
応急用スペアタイヤの空気圧は使うときに調整してください。
やむをえず、未調整のまま走る場合は、速度を控えめにしてください。

パンク修理などでホイールを取り付け直したときには、念のため１，０００ 走行時
にホイールナットのゆるみの有無を点検してください。

タイヤの空気圧 →２０３ページ

５．万一のとき パンクしたとき

０１／０８／０６　１０：２５：０４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５５　



156

次のようなときは、オーバーヒートです。
水温計の針が“Ｈ”の目盛に入ったり、
エンジンの力が急に落ちる。
エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ている。

車を安全な場所に停めます。
エンジンをかけたままボンネットを開
けて風通しをよくします。

エンジンルームから蒸気が出てい
るときは、ボンネットを開けない
でください。
蒸気や熱湯がふき出し、やけどな
どの重大な傷害を受けるおそれが
あります。

エンジンルームから蒸気が出てい
るときは、エンジンを止めます。
蒸気が出なくなってからボンネッ
トを開け、エンジンをかけてくだ
さい。

オーバーヒートしたとき

●処置のしかた
・

・

０１／０８／０６　１０：２５：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５６　
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冷却ファンの作動を確認し、水温計の
針が下がってきてからエンジンを止め
ます。
冷却ファンが作動していないときはす
ぐにエンジンを止めてください。

冷却ファンが作動していない場合
は、故障が考えられますので、ホ
ンダプリモ店へご連絡ください。

エンジンが冷えてから、冷却水量、ホ
ースなどからの水漏れを点検します。

なるべく早くホンダプリモ店で点検を
受けてください。

冷却水量が不足していたらラジエータ
ーとリザーブタンクに冷却水を補給し
ます。冷却水がない場合は、応急的に
水を補給します。

エンジンが十分に冷え、水温が下
がるまでラジエーターキャップを
外さないでください。
冷却水には圧力がかかっているた
め、蒸気や熱湯がふき出し、やけ
どなどの重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

エンジンが熱いときに冷却水を入
れないでください。急に冷たい冷
却水を入れると、エンジンが損傷
するおそれがあります。
冷却水はエンジンが冷えてからゆ
っくりと入れてください。

冷冷却却フファァンン

ラジエーターキャップ

リザーブタンク

５．万一のとき オーバーヒートしたとき

０１／０８／０６　１０：２５：２１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５７　
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Honda

次のようなときは、バッテリーあがりです。
スターターが回らないか、回っても回転が弱くエンジンがかからない。
ライトがいつもより極端に暗かったり、ホーンの音が小さい。

販売店や最寄りのガソリンスタンドなどで点検を受けてください。
ブースターケーブルをつないだときと逆の順番で外します。
自車のエンジンをかけます。
救援車のエンジンを始動し、回転数を少し高めにします。

ブースターケーブルを次の順番でつなぎます。
救援車のバッテリーを利用してエンジンを始動させます。
安全のため、押しがけはしないでください。

１本目
自車のバッテリーの◯端子
救援車のバッテリーの◯端子

２本目
救援車のバッテリーの◯端子
自車のアース線端子

＋

＋

－

電気系統が異常のとき

バッテリーあがりのとき

●処置のしかた

・
・

アアーースス線線端端子子にに接接続続すするる

○○極極とと○○極極をを接接続続すするる＋＋ ＋＋

０１／０８／０６　１０：２５：３４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５８　
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バッテリーを取り扱うときは次のことを必ず守ってください。
バッテリーから発生する可燃性のガスに引火すると爆発のおそれがあります。

救援車には、１２Ｖのバッテリーを装着している車を使用してください。

ブースターケーブルのクリップは、エンジン始動時などの振動で外れたりしない
ように確実に固定してください。
また、ブースターケーブルが冷却ファンやベルトに巻き込まれないように十分気
をつけてください。

バッテリー液が不足しているときは、使用しないでください。
バッテリー内部の劣化の進行が促進するおそれがあります。

バッテリー液は希硫酸です。目や皮ふに着くとその部分が侵されますので十分注
意してください。
万一、付着したときはすぐに多量の水ですくなくとも５分間以上洗浄し、飲み込
んだときはすぐに多量の飲料水を飲んでください。応急処置後は、専門医の診察
を受けてください。

ケーブルの先端どうしを接触させないでください。
◯端子と◯端子を間違えないでください。
自車のバッテリーの◯端子に直接ケーブルをつながないでください。

ブースターケーブルをつなぐときは次のことを必ず守ってください。火花が出て、
バッテリーから発生する可燃性のガスに引火すると爆発のおそれがあります。

バッテリーを充電するときは、すべてのキャップを外してください。
換気に十分注意し、換気の悪い場所では充電を行わないでください。
帯電した体でバッテリーに触れないでください。
火気を近づけないでください。

バッテリー液が不足しているときは、エンジンの始動または充電を行わないで
ください。

＋ －

－

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

・

・
・
・
・

・
・
・

０１／０８／０６　１０：２５：４５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１５９　
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ECU

ABS

15A

20A

10A

7.5A

7.5A
10A

7.5A
7.5A

10A
10A

15A
15A
7.5A
30A

20A

20A

SRS

バッテリーがあがっていないときは、ヒ
ューズ切れや電球（バルブ）切れが考えら
れます。

エンジンスイッチを“０”の位置にしま
す。
ヒューズが切れていないかを点検しま
す。

必要に応じて、ヒューズや電球を交換
します。

故障の状況から点検すべきヒューズ
をヒューズボックスの表示で確認し、
点検します。

１

２
３
４
５
６

７
８
９

１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０

２１
２２

２３

２４
２５

表示

－

－

－

－

－
－

－

－
－

装備
イグニッション

コイル

－
発電機
－

パワーウィンドー／
サンルーフ

－
オーディオ
リヤワイパー／
ウォッシャー
メーター
ユニット
－

電動ドアミラー
－
－

フューエルポンプ
シガレットライター

方向指示器
フロントワイパー／
ウォッシャー

－
パワーウィンドー

助手席
パワーウィンドー

運転席
－
－

容量

－

－

－

－

－
－

－

エアバッグシステム●ヒューズの点検、交換

ライト類が点灯しないとき、
電気装置が作動しないとき

・各ヒューズの装備と容量

閉閉

開開カカババーー

運転席足元のヒューズボックス

・

０１／０８／０６　１０：２６：０６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６０　
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ECU

ABS

ABS

ECU

MPCS

EPS

20A

15A
7.5A

20A
10A
15A
15A
20A
10A
40A
30A
40A
40A

40A
15A
20A
15A
60A
80A
50A

表示
１

２
３

４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３

１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０

装備
冷却ファン

（コンデンサーファン）
車幅灯／尾灯
室内灯／
マップランプ
冷却ファン
非常点滅表示灯

ホーン／制動灯
ユニット

バックアップ
ユニット

リヤデフロスター
ヒーターモーター
パワーウィンドー／

サンルーフ

左側ヘッドライト
ユニット

右側ヘッドライト

バッテリー
イグニッション
スペアヒューズ

容量
エンジンルーム内のヒューズボックス ・各ヒューズの装備と容量

押押すす

ヒヒュューーズズププララーー

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０１／０８／０６　１０：２６：２４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６１　



162

備え付けのヒューズプラーでヒューズを
外します。

ヒューズボックスの表示に従い規定容量
のヒューズに交換します。

交換しても、またヒューズが切れ
る場合は、電気系統の異常が考え
られますので、ホンダプリモ店で
点検を受けてください。

規定容量のヒューズ以外のものは
絶対に使わないでください。
配線コードなどを焼損させる原因
となります。

ヒューズの外しかた ヒューズが切れているとき

ヒヒュューーズズププララーー

取取りり付付けけるる

外外すす

０１／０８／０６　１０：２６：３１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６２　
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ライト類が点灯しないときは、電球切
れが考えられます。
電球を点検し、切れているときは交換
してください。

電球が切れていない場合は、電気
系統の異常が考えられますので、
ホンダプリモ店で点検を受けてく
ださい。

ライト類以外の電気装置が作動しない
ときは、電気系統の異常が考えられま
すので、ホンダプリモ店で点検を受け
てください。

ヒューズが切れていないとき

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０１／０８／０６　１０：２６：３７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６３　
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ヒューズが切れていないのにライト類が点灯しないときは、電球切れが考えられます。
電球を点検し、切れているときは交換してください。

●電球（バルブ）の交換

後後退退灯灯

室室内内灯灯

番番号号灯灯

後後面面方方向向指指示示器器／／
後後面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

前前面面方方向向指指示示器器／／
前前面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

車車幅幅灯灯

カカーーゴゴルルーームム照照明明灯灯

ヘヘッッドドラライイトト
（（ハハイイ／／ロローービビーームム））前前面面方方向向指指示示器器／／

前前面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

後後退退灯灯

後後面面方方向向指指示示器器／／
後後面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

制制動動灯灯／／尾尾灯灯
制制動動灯灯／／尾尾灯灯

ママッッププラランンププ

ハハロロゲゲンンヘヘッッドドラライイトト装装備備車車

タタイイププ別別装装備備

０１／０８／０６　１０：２６：４２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６４　
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ランプ本体やレンズを外すときは、ボディに傷を付けないように注意してくださ
い。
電球を交換するときはワット（Ｗ）数の違うものを使わないでください。

ハロゲンバルブはガラス球内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつけたり、
傷をつけたりすると破損してガラスがとび散ることがあります。
取り扱いには十分に注意してください。
また、ハロゲンバルブの電球の表面に手などが、触れないようにしてください。
使用時電球が高温になるため、油などが付着すると寿命が短くなります。触れた
場合は、中性洗剤の薄い水溶液を柔らかい布に含ませてよくふき取ってください。
ヘッドライト、制動灯などのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレ
ンズ内面が一時的に曇ることがあります。これはランプ内部と外気の温度差によ
るもので、雨天時などに窓ガラスが曇るのと同様の現象であり、機能上の問題は
ありません。
ただし、レンズ内面に大粒の水滴がついているときやランプ内に水がたまってい
るときは、ホンダプリモ店にご相談ください。

電球のワット数 →２００ページ

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０１／０８／０６　１０：２６：４７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６５　
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ディスチャージヘッドライトは高
電圧を使用しており、不適切な取
り扱いや分解を行うと感電するお
それがあります。

ヘッドライトの電球切れの点検、交換は
必ずホンダプリモ店で行ってください。

ハロゲンバルブを使用していますので、
取り扱いに注意してください。

カプラーを抜き取ります。
ゴムカバーを外します。

止め金を外し、電球を外します。

ハロゲンバルブ →１６５ページ

ヘッドライトについて ヘッドライト

止止めめ金金

電電球球

ゴゴムムカカババーー

カカププララーー

ディスチャージヘッドライト装備車 ハロゲンヘッドライト装備車

０１／０８／０６　１０：２６：５７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６６　
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交換する側と反対にハンドルをいっぱ
いに切ります。
クリップを外してインナーフェンダー
をめくります。

インナーフェンダーを固定するときは、
クリップの中央部のピンを起こしたまま
インナーフェンダーに差し込み、ピンを
平らになるまで押し込みます。

ソケットを左へ回して外し、電球を抜
き取ります。

前面方向指示器／前面非常点滅表示灯

イインンナナーーフフェェンンダダーー 平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

ククリリッッププ

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０１／０８／０６　１０：２７：０４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６７　
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ソケットを左へ回して外し、電球を抜き
取ります。 カバーを外します。

ソケットを左へ回して外し、電球を押
しながら左へ回して抜き取ります。

車幅灯 制動灯／尾灯、後面方向指示器／後面非
常点滅表示灯、後退灯

カカババーー

０１／０８／０６　１０：２７：１１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６８　
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側面を押し、ランプ本体を外します。

ツメを押しながら本体を外し、電球を
抜き取ります。

ランプ本体を外します。

電球を抜き取ります。

番号灯 カーゴルーム照明灯

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０１／０８／０６　１０：２７：２０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１６９　
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レンズを外します。

電球を抜き取ります。

レンズを押してすきまを作り、ドライ
バーを差し込んでレンズを外します。

電球を抜き取ります。

室内灯 マップランプ タイプ別装備

０１／０８／０６　１０：２７：２９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７０　
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175
177
178
180

182

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・外装の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・内装の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・タイヤについて ・

・・・・アルミホイールについて ・

・・・・・

車の手入れ

●点検・整備について

●日常の手入れ

●車にあった部品の使用

０１／０８／０６　１０：２７：３３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７１　
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車は走行するにしたがい、また時間
が経過するとともに部品の劣化や摩
耗などが進んでいき、適切な点検整
備を行わないと、安全・快適に乗っ
ていただけなくなるばかりか大気汚
染や騒音の増加などを引き起こすこ
とがあります。
このようなことから点検整備が必要
であり、ドライバー（運転者）は点検
整備を実施することが法律でも義務
づけられています。

日常の車の使用状況に応じて、お客
様の判断で適時行う点検で、お客様
自身で実施が可能な項目となってい
ます。
点検時期の目安としては長距離走行
前や洗車時、給油時などに実施しま
す。

詳しくは、別冊のメンテナンスノー
トに記載してありますので、よくお
読みになり必ず点検整備を行ってく
ださい。

点検・整備について

●点検整備の種類

日常点検

０１／０８／０６　１０：２７：４１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７２　
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km

Honda

新車時の無料点検や定期交換、厳し
い使われかたをしたときの点検整備
があります。

年間走行距離が１０，０００ 程度の標
準的な使用を前提に、１２か月および
２４か月毎に実施する点検です。
法律で定められているものと、

が指定するものがあります。

法定定期点検 その他

６．車の手入れ 点検・整備について

０１／０８／０６　１０：２７：４９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７３　



174

Honda

塗装面に付着したほこりを毛ばた
きなどではらい落としましょう。
とび石などによる塗装面の傷は錆
の原因となります。見つけたら早
めに補修してください。

少なくとも月に一度は洗車しまし
ょう。
次の場合は、必ず洗車してくださ
い。
凍結防止剤を散布した道路を走
行したとき、海岸地帯を走行し
たとき。
錆の原因となるので車体の下回
り、フェンダーの内側を念入り
に洗ってください。

風通しのよい車庫や、屋根のある
場所をおすすめします。

コールタール、ばい煙、鳥のふ
ん、虫、樹液などがついたとき。
化学変化で塗装面にむらができ
るので、中性洗剤で洗ってから
水で完全に流し、必要に応じて
ポリシングワックス（ワックス
乳液）で磨いてください。
ポ リ シ ン グ ワ ッ ク ス は 、

純正ケミカル用品をお
使いください。

日常の手入れ

洗車を忘れずに走行後は

保管、駐車は

・

・

０１／０８／０６　１０：２８：０２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７４　
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十分に水をかけながら、下回り、
足まわりの汚れを落とします。
塗装面は屋根から順に下のほうへ
水をかけながら、スポンジかセー
ム皮のような柔らかいもので洗い
ます。
汚れがひどいところは中性洗剤で
洗い、さらに水で完全に洗い落と
します。
水が乾かないうちに拭き取ります。

故意に空気取り入れ口やエン
ジンルーム内の電気部品に水
をかけないでください。
故障のもとになります。

ボンネットの裏のインシュレ
ーターには、直接水をかけて
洗わないでください。

自動洗車機を使うと、ブラシ
の傷がつき光沢が失われたり、
劣化を早めることがあります。
大型リヤスポイラーを装備し
ていますので、洗車機によっ
てはひっかかり、洗車できな
かったり、車両を傷つけるお
それがあります。

ドアミラーを格納して洗車してく
ださい。
アンテナを取り外してから洗車し
てください。

洗車ノズルと車体の距離を十分に離
して洗車してください。
ウィンドーまわりは、特に注意して
行ってください。近づけすぎると室
内へ水が侵入することがあります。

センターアンテナの外しかた

→１２４ページ

●洗車のしかた

．車の手入れ

自動洗車機を使うとき

コイン洗車機を使うとき

・

・

・

・

・

・

外 装 の 手 入 れ

６ 日常の手入れ

空気取り入れ口

０１／０８／０６　１０：２８：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７５　
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Honda

Honda

月に一回程度または水をはじかなく
なったときに行います。
洗車したあと、日陰か車体表面が体
温以下になっているときにワックス
をかけます。

ガソリン、オイル、ラジエーター液、
バッテリー液などが付着すると、し
みの発生や塗膜がはがれる原因とな
ります。
すみやかに柔らかい布で拭き取って
ください。

みがき粉（コンパウンド）入り
のワックスは使わないでくだ
さい。
塗装面に細かい傷が残ること
があります。

ガラスの油膜を取るときは、ガラス
クリーナーをお使いください。

樹脂塗装部品の傷の補修をす
る場合は、ホンダプリモ店に
ご相談ください。不適当な塗
料を使うと塗膜を傷めます。

ワックスは 純正ケミカル
用品をお使いください。

ガラスクリーナーは 純正
ケミカル用品をお使いください。

リヤガラスの内側に電熱線が装着さ
れていますので、これに沿って柔ら
かい布で拭いてください。

●ワックスをかけるとき ●樹脂塗装部品
（バンパーなど）の手入れ

●ガラスの手入れ

ガラスの清掃をするとき

・

・

０１／０８／０６　１０：２８：２５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７６　
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中性洗剤の水溶液を柔らかい布に
軽く含ませて、汚れを落とします。
飲食物などをこぼしたときは、
すぐに汚れを落としてください。

真水を含ませた柔らかい布で、残
った洗剤分をきれいに拭き取りま
す。
直射日光を避け、風通しのよい日
陰で乾燥させます。

液体芳香剤、レザークリーナーはそ
の成分によっては、樹脂部品、布材
の変色、ひび割れを起こすことがあ
ります。
取り扱いには十分にご注意ください。

ベンジン、ガソリンなどの有
機溶剤は変色、しみなどの原
因となるので使わないでくだ
さい。
室内に水をかけないでくださ
い。電気部品に水がかかると
故障の原因となります。

液体芳香剤はこぼさないよう
に、容器を確実に固定してく
ださい。
芳香剤の使用にあたっては固
形タイプのものをおすすめし
ます。
レザークリーナーを使用した
あとは、必ず乾いた布で軽く
拭き取ってください。
また、使用した布はそのまま
樹脂部品、布材の上に長時間
放置しないでください。

●液体芳香剤、
レザークリーナーについて

．車の手入れ

・

内 装 の 入手 れ

６ 日常の手入れ

０１／０８／０６　１０：２８：３５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７７　
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LSD

mm

前輪は左右共、同一指定サイ
ズ、同一種類、同一銘柄およ
び摩耗差のないタイヤをお使
いください。サイズ、種類、
銘柄や摩耗度合の異なるタイ
ヤを混用すると に悪影響
を与えます。

ウェアインジケーターは、タイヤ
の接地面にあり、他の部分より溝
が１．６ だけ浅くなっています。

ウェアインジケーターが表れたらタ
イヤを交換してください。

タイヤの異常摩耗、亀裂、損傷およ
び指定外の空気圧は、乗り心地、操
縦性、タイヤの寿命を損ないます。
また、摩耗したタイヤは雨天時の高
速走行で通常よりもハイドロプレー
ニング現象を起こしやすくなります。
安全のため、こまめに点検を行っ
てください。
また、必ず指定サイズ、同一種類
のタイヤをお使いください。

次のようなタイヤは使わない
でください。
コントロールを失うことがあ
り、思わぬ事故につながりま
す。
摩耗限度を超えたタイヤ
指定空気圧に調整されてい
ないタイヤ

タイヤの空気圧を調整すると
きは、規定圧力を守ってくだ
さい。
空気を入れ過ぎると、タイヤ
が破裂しけがをするおそれが
あります。

タイヤの空気圧

→２０３ページ

摩耗限界表示
（ウェアインジケーター）

・
・

・

・

ウェアインジケーター
の位置を示すマークの
代表例です

ウェアインジケー
ターが表われたと
き（タイヤの溝がな
くなったとき）は交
換

タ イ ヤ に
つ い て

０１／０８／０６　１０：２８：４５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７８　
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km５，０００ ごとにタイヤの位置を交換
します。
同じ位置で長く走ると偏摩耗し、
タイヤの寿命を縮めるだけでなく
走行性、制動力にまで悪影響を与
えます。

応急用スペアタイヤは、位置
交換に使わないでください。
前輪と後輪でタイヤの空気圧
が異なるので、位置交換後は
必ず空気圧を調整してくださ
い。

標準装着のタイヤは、回転方
向が指定されています。タイ
ヤの側面に回転方向を指定す
る矢印がありますので、タイ
ヤを交換する際は回転方向に
注意してください。

タイヤの性能上、回転方向が指定さ
れているタイヤには、タイヤ側面に
回転指示マークがあります。
回転指示マークが前部へ向くように
取り付けてください。

タイヤの空気圧 →２０３ページ

●位置交換
（タイヤローテーション）

．車の手入れ

タイヤ回転指示マーク

・

前前部部

回転指示マークがある

タイヤの場合

前前部部

回回転転指指示示ママーークク
のの代代表表例例

６ 日常の手入れ

０１／０８／０６　１０：２８：５５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１７９　
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km

Honda

パンク修理などでホイールを取り
付け直した際には、念のため
１，０００ 走行時にホイールナット
のゆるみの有無を点検してくださ
い。
アルミホイールは傷つきやすいの
で歩道の縁石などに乗り上げたり、
すり当てたりすることを避けてく
ださい。

タイヤチェーンを装着するときは、
正しく装着してください。ホイー
ルに対して片寄ったり、ゆるかっ
たりするとホイールに傷をつける
おそれがありますので注意して装
着してください。

アルミホイールは一般的なスチール
ホイールと取り扱いかたが異なりま
す。
アルミホイールの特性を維持するた
め、必ず次のことをお守りください。

この車専用のホイールをお使いく
ださい。専用以外のホイールを使
うと、走行装置やブレーキ装置に
支障をきたすおそれがあります。
ホイール交換に際しては、必ずホ
ンダプリモ店にご相談ください。

バランスウェイトやバルブは
純正のアルミホイール専

用品をお使いください。ホイール
に傷をつけたり、機能を損なうこ
とがあります。

●取り扱いル ミ ホ イ ー ル
に つ い て

ア

０１／０８／０６　１０：２９：０３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８０　
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アルミホイールは、塩分や汚れを
嫌いますので、海水や道路凍結防
止剤などが付いたときには、スポ
ンジに中性洗剤を含ませ、汚れを
早めに落としてください。
ホイールの光沢を維持するため、
時々ワックスがけをしてください。
アルミホイールは傷つきやすいの
で、砂入り石鹸や硬いブラシを使
わないでください。高速洗車機
（ホイール専用ブラシ付きのもの）
によるホイールの洗浄は避けてく
ださい。
スチーム洗浄などで、熱湯がホイ
ールに直接かからないようにして
ください。
光沢を失うおそれがあります。

●手入れ

．車の手入れ６ 日常の手入れ

０１／０８／０６　１０：２９：１０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８１　
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Honda Honda

Honda

Honda純正部品には下のマークがついて
います。

車の改造はしないでください。
不正改造は、法律に触れることは
もちろん思わぬ事故を起こす場合
があります。

車の性能、品質を維持するために、 車に最も適した 純正部品を
お使いください。
純正部品は厳しい検査を実施し、 車に適合するように作られています。
お求め、装着に際しては、ホンダプリモ店にご相談ください。

純正部品以外の車の性能
や機能に適さない部品を使用しな
いでください。
適正な性能や機能を発揮しなかっ
たり、思わぬ事故のもとになった
りすることがあります。

車にあった部品の使用

・ ・

・

０１／０８／０６　１０：２９：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８２　
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190
192
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197

・・・・・・・・・・・・・・運転するまえ ・
・・・・・・・・・・・・・・運転するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・駐車するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・雨の日の運転 ・
・・・・・・・・・・・・夏場の取り扱い ・
・・・・・・・・・・経済走行のために ・

車との上手なつきあいかた

●積雪・寒冷時の取り扱い

●こんなときは

０１／０８／０６　１０：２９：１９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８３　
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氷結している部分を無理に取り除
くと塗装などを傷めます。氷が溶
けてから取り除いてください。

走行時にガラス面に落ちた雪が視界
のさまたげとなり危険です。走行す
るまえに取り除いてください。

プラスチックの板などを使うとガ
ラスに傷をつけずに落とすことが
できます。

雪や霜を落として視界を確保してく
ださい。

足まわりなどに氷塊が付着している
場合は、部品を損傷しないように十
分注意して取り除いてください。

積雪・寒冷時の取り扱い

屋根に積もった雪

ガラス面の雪や霜

足まわりの着氷

・

・

●車に積もった雪や着氷は
取り除く

運 転 す る ま え

０１／０８／０６　１０：２９：２９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８４　
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靴にこびりついた雪をよく落として
から、乗車してください。
ペダル類を操作するときに滑った
り、室内の湿気が多くなりガラス
が曇ったりすることがあります。

ドアキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結すると、キー
が差し込めなくなります。

無理に開けるとドアまわりのゴムが
はがれたりするので、お湯をかけて
氷を溶かしてから開けてください。

お湯をかけたあとは、凍結防止のた
めに水分をよく拭き取ってください。

ワイパーブレード（ゴム部）を損傷し
たり、モーターの故障となりますの
で、氷や雪を取り除いてから動かし
てください。

ペダル類やハンドルの動きが円滑か
どうか確認してください。

●凍結しているとき ●乗車するとき

．

ドアの凍結

ワイパーの凍結（ガラス面が着氷、
積雪しているとき）

運転するまえに

・

・

７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０１／０８／０６　１０：２９：４１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８５　
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雪道や凍結路では、たいへん滑り
やすくなっているので、速度を落
とし車間距離を十分とって運転し
ましょう。
また、ハンドルやブレーキの操作
は特に慎重にしてください。
急加速、急減速、急ブレーキや
急ハンドルは横すべりを起こし
て方向性を失います。

冬用タイヤ、タイヤチェーンを装
着して走行してください。

冬用タイヤを装着するときは、
四輪とも同じ種類のものに交換
してください。
地区条例により違いがあります
ので、その地区の条例に従って
ください。

冬用タイヤを装着したときに
は、安全のため高速走行は避
けてください。

タイヤチェーンについて

→１８８ページ

・

・

・

運 転 す る と き

０１／０８／０６　１０：２９：４９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８６　
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ブレーキ装置に付着した雪や水が凍
結し、ブレーキのききが悪くなるこ
とがあります。
その際には、前後の車に十分注意し
て、ブレーキペダルを軽く踏みなが
ら低速で走行し、ブレーキのしめり
を乾かしてください。

先にヒーターを使ってフロントガラ
スを暖めてからウォッシャー液を噴
射します。

フェンダー裏側に付着した雪が氷結
し、次第にたい積してハンドルのき
れが悪くなることがあります。
ときどき確認し、着氷が大きくなる
前に取り除いてください。

寒冷時はフロントガラスが暖
まるまでウォッシャー液を噴
射しないでください。
ウォッシャー液が凍りついて
視界のさまたげとなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあ
ります。

ブレーキのききが回復しない
ときは、ブレーキ系統に異常
が考えられますので、ただち
にホンダプリモ店で点検を受
けてください。

応急用スペアタイヤには、タイヤ
チェーンは装着できません。

前輪がパンクしたときは、応急用ス
ペアタイヤを後輪に付け、外した後
輪タイヤを前輪につけてタイヤチェ
ーンを装着します。

●ブレーキのききについて ●ハンドルのきれについて
（タイヤまわりの着氷）

●

●パンクしたとき
（タイヤチェーン装着時）

．

ウォッシャー液を噴射するとき
・

７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０１／０８／０６　１０：３０：０１　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８７　
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Honda

お求めはホンダプリモ店へお申し付
けください。

タイヤチェーンはタイヤに合
った適正なものをお使いくだ
さい。
推奨タイヤチェーン以外のも
のを使うと、ブレーキ配管や
フェンダーなどを破損するお
それがあります。

タイヤチェーンは、駆動輪の前輪に
装着してください。
タイヤチェーンに付属の取扱説明書
に従って、正しく取り付けてくださ
い。

フェンダーやホイール表面を傷つけ
るおそれがありますので、
純正スチールチェーンをお使いくだ
さい。

●タイヤチェーンについて

推奨タイヤチェーン 標準的なタイヤチェーンの
取り付けかた

０１／０８／０６　１０：３０：０９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８８　
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km/h

タイヤチェーンは平らな所で
他の交通に十分注意して取り
付けてください。
必要に応じて非常点滅表示灯
などを使ってください。
応急用スペアタイヤには、タ
イヤチェーンは装着できませ
ん。
チェーン装着時に前輪がパン
クしたときは、応急用スペア
タイヤを後輪に装着し、外し
た後輪タイヤを前輪に取り付
け、これに標準タイヤ用のタ
イヤチェーンを装着してくだ
さい。
タイヤチェーンを取り付けた
ときには、安全のため雪道、
凍結路では３０ 以下の速
度で運転してください。
なお乾燥路面ではタイヤチェ
ーンを装着したままで走行す
るのは避けてください。チェ
ーンの摩耗を早めます。

７．車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０１／０８／０６　１０：３０：１３　３０Ｓ５Ｔ６００　０１８９　
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パーキングブレーキの凍結を防ぐた
めに、パーキングブレーキは使わな
いでください。
ギヤをＲ（後退）か１に入れます。
石などで輪止めをしておきます。

エンジンの冷えすぎを防ぐために、
車の前部を風下や日の当たる方向
に向けて停めてください。

落雪や積雪を避けるために、軒下
や樹木の下などには停めないでく
ださい。

ワイパーアームは起こしてくださ
い。
雪の重みでアームの取り付け部
がこわれることがあります。

エンジンが冷えすぎると始動し
にくくなることがあります。

車の屋根などがへこむことがあ
ります。

●屋外に駐車するとき駐 車 す る と き

・

・

・

０１／０８／０６　１０：３０：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９０　
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塗装面の保護とドアまわりの凍結を
防ぐために、ボディカバーを使って
ください。

格納するとき、エンジン部を
毛布で覆ったり、ラジエータ
ーのまわりに段ボールや新聞
紙をはさみ込んだりしないで
ください。
そのまま走行すると、火災の
おそれがあります。

●長期間使わないで
屋外におくとき

．７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０１／０８／０６　１０：３０：２６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９１　
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気温が下がるとバッテリーの性能が
低下し、エンジン始動に支障をきた
すことがありますので、液量、比重
の確認をし、必要に応じて液の補給
や補充電をしてください。

冬期はオイルの劣化が激しくなりま
す。
冬期に主として短距離、または市街
地を運転される方は、早めに交換し
てください。

積雪時には道路に凍結防止剤がま
かれていることがあります。錆の
原因になりますので、走行後はす
ぐに洗車してください。特に下回
りは念入りに行ってください。

フェンダー裏側や足まわりに付着
した泥、雪は周囲の部品を損傷し
ないように取り除いてください。
足まわり（前、後輪の４か所）に車
速感知装置が取り付けてあります
ので、傷をつけないように特に注
意してください。

●雪道走行後の手入れ

●点検・整備

バッテリーについて

エンジンオイルについて

・

・

冬 期 の 手 入 れ

車車速速感感知知装装置置

０１／０８／０６　１０：３０：３４　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９２　
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冷却水の凍結を防ぐために点検して
ください。

点検方法はメンテナンスノー
トを参照し、交換はホンダプ
リモ店にご相談ください。

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、
ウォッシャー液の濃度を上げてくだ
さい。

冷却水について

ウォッシャー液について

７．車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０１／０８／０６　１０：３０：４０　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９３　
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雨の日は視界が悪くなるうえ、窓ガ
ラスが曇ったり、路面が滑りやすく
なるなど悪条件が重なるので通常よ
り注意深い運転が必要です。
急加速、急ブレーキや急ハンドル
を避け、晴れの日よりも速度を落
とし、車間距離を十分にとって運
転しましょう。
ハイドロプレーニング現象に注意
しましょう。
雨の降り始めの舗装道路は滑りや
すいので特に気を付けましょう。

滑りやすい路面では、急加速、
急ブレーキや急ハンドルは避
けてください。
車のコントロールを失い思わ
ぬ事故につながります。

路面が水でおおわれているところを
高速で走行しようとしたときに、タ
イヤと路面の間に水の膜ができ、タ
イヤが浮いた状態になることをいい
ます。
このような状態になると、ハンド
ルやブレーキがきかなくなり、非
常に危険です。

こんなときは

ハイドロプレーニング現象とは

・

・

・

・

雨 の 日 の 運 転

０１／０８／０６　１０：３０：４９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９４　
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Honda

リヤデフロスタースイッチを押して、
曇りをとります。

ガラスが曇って外が見にくいときは、
エアコンのデフロスターを使って曇
りをとります。

油膜があると、雨の夜は対向車のラ
イトなどが乱反射します。
ガラスクリーナーを使ってガラスの
表面をきれいにします。

ワイパーブレードのラバーが傷んで
いると、ふきむらが出て視界のさま
たげとなります。また、ガラス面を
傷つけることがありますので、早め
に交換してください。

ガラスクリーナーは 純正
ケミカル用品をお使いください。

●ガラスの曇りをとりたいとき

●ガラスの油膜をとりたいとき

●

．

リヤガラスの曇りは

・

ワイパーのふきむらがあるとき

７車との上手なつきあいかた こんなときは

０１／０８／０６　１０：３０：５９　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９５　
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HFC-134a (R-
134a)

ボディーに覆いをかけたり、ハン
ドルやシートにタオルなどをかけ
て、室内温度の上昇を抑えましょ
う。
フロントガラスにアルミ光沢性の
日除けバイザーを使うと、反射光
が集光し、インストルメントパネ
ルなどが変色、変形することがあ
ります。

海に出かけた後は車も塩分を浴びて
います。錆の原因になりますので早
めに洗車してください。下回りも念
入りに洗いましょう。

冷却水の量が不足しないように、こ
まめに点検します。
走行中、水温計の針が“Ｈ”の目盛
に入った場合は、オーバーヒート
のおそれがあります。安全な場所
に停車してエンジンを冷やしてく
ださい。

この車の冷媒は、環境保護の
ため、新冷媒

を使用しています。
補充・交換が必要な場合は、
ホンダプリモ店にご相談くだ
さい。

エアコンの冷やしすぎは健康上良
くありません。

室内温度が高いときは、窓を開け
て熱気を逃がしてからエアコンを
かけましょう。

冷媒（ガス）が不足していると、冷
房性能が低下します。
夏になる前に点検、補充をしてお
きましょう。

オーバーヒートしたとき

→１５６ページ

●エアコンの上手な使いかた

●炎天下に駐車するときは

●海から帰ってきたときは

●オーバーヒートを防ぐために

・

・

・

・

・

・

夏 場 の
取 り 扱 い

エアコン装備車

０１／０８／０６　１０：３１：１２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９６　
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不必要な急加速、急減速などアク
セルペダルをバタつかせるような
運転をしないでください。

変速位置の選択は、走行速度に応
じて適切に行ってください。

長すぎる暖機運転をしないように
しましょう。

チェンジレバーの操作は、クラッ
チペダルをいっぱいに踏み込んで
から確実に行ってください。
クラッチペダルの足のせ運転、
半クラッチの連続使用はしない
でください。

点検整備をきちんとし、タイヤの
空気圧を適正にしましょう。

トランクルームには不必要な荷物
は載せないようにしましょう。

車間距離は十分にとり、不必要な
ブレーキをかけないようにしまし
ょう。

高速道路でも不必要な高速走行は
避けましょう。

駐車時にはエンジンを止めましょ
う。

経 済 走 行 の
た め に

７．車との上手なつきあいかた こんなときは

・

０１／０８／０６　１０：３１：２２　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９７　



198

サービスデータ

バッテリー

ブレーキ
リザーブタンク

ウィンド
ウォッシャー液
タンク

エンジンオイル
レベルゲージ

ククララッッチチ
リリザザーーブブタタンンクク

エンジンオイル注入口

ラジエーターキャップベルト類

エアコン冷媒量
点検窓

冷却水
リザーブタンク

０１／０８／０６　１０：３１：２７　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９８　



－

項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

発 電 機 ベ ル ト

タ イ プ

電 極 の す き 間

ベルトのたわみ量

点 火 プ ラ グ

自動調整式
（インジケーター内の基準内にあること）

※

199

1.0 1.1 mm

IFR7G-11K
SK22PR-M11

NGK
DENSO

ISO

点検整備については メンテナンスノート も合せてご覧ください。

（国際標準化機構）規格品の突出しタイプを使用しています。 、 のマークがついて
います。
イリジウムプラグを使用していますので、次のことに注意してください。
イリジウム合金チップの微粒子膜を損傷するおそれがあるので、ワイヤーブラシ等による清
掃は行わないでください。
プラグギャップは調整できません。限度値をこえているものは交換してください。
（清掃はクリーナーにて２０秒以下で行ってください。）

※：

・

・

発電機ベルト
（エアコンディショナーベルト兼用）

サービスデータ

０１／０８／０６　１０：３１：３６　３０Ｓ５Ｔ６００　０１９９　



－

－

項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

７ー１１回

・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘッドライト ・

・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・車幅灯 ・

・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・番号灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・制動灯／尾灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後退灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・室内灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・マップランプ ・
・・・・・・・・・・・カーゴルーム照明灯 ・

ブレーキペダル

クラッチペダル

バ ッ テ リ ー

電 球（ バ ル ブ ）

遊 び
床板とのすき間

（参考値）
遊 び
床板とのすき間

（参考値）
引 き し ろ
容 量 ／ タ イ プ

Ｗ（ ワ ッ ト ）数

以上｛約１９６Ｎ（２０ ）の力｝
以上｛約１９６Ｎ（２０ ）の力｝

｛約１９６Ｎ（２０ ）の力｝

以上（クラッチが切れたとき）
以上（クラッチが切れたとき）

前面方向指示器／前面非常点滅表示灯

後面方向指示器／後面非常点滅表示灯

カーペットとのすき間

カーペットとのすき間

パーキングブレーキ

（橙色）

（橙色）

※１

※２

200

1 5 mm
145 mm
115 mm

7 16 mm

46B24L36AH(5)
12V 35W

12V 5W
12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V

8W
8W
21W
21/5W
5W
21W
5W
21W

80 mm
105 mm

12V 60/55W

kgf
kgf

kgf

ディスチャージヘッドライト装備車
ハロゲンヘッドライト装備車

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

ディスチャージヘッドライトのバルブを交換する場合は、必ずホンダプリモ店で
行ってください。
ディスチャージヘッドライトは高電圧を使用しており、不適切な取り扱いや分解
を行うと感電するおそれがあります。

／

※１：
※２：

０１／０８／０６　１０：３１：５４　３０Ｓ５Ｔ６００　０２００　



項 目 サ ー ビ ス デ ー タ
エアクリーナー
エ レ メ ン ト

エンジンオイル

乾式

オイル交換時
オイル、オイルフィル
ター同時交換時

タ イ プ

推 奨 オ イ ル

規 定 量

純正オイル（４サイクル四輪車用）
ウルトラ （ 級 ）
ウルトラ （ 級 ）

ウルトラ （ 級 ）
ウルトラ （ 級 ）

API CERTIFICATION

201

Honda
LTD XJ API SJ/GF-2 SAE 5W-30
GOLD XJ API SJ SAE 5W-40

SG SG SAE 10W-30

4.7
4.5

SUPER MILD SJ API SJ/GF-2 SAE 10W-30

Honda API
S G A P I
CERTIFICATION

市販のエンジンオイルは、外気温に応
じた粘度のものを下表にもとづきお使
いください。

純正エンジンオイルまたは
級 以 上 か 、 オ イ ル 缶 に

（エーピーアイ サー
ティフィケーション）マークの入ったエ
ンジンオイルをお使いください。

推奨エンジンオイル

サービスデータ

マーク

（外気温）

０１／０８／０６　１０：３２：０５　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０１　



無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）
項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

純正オイルウルトラ

燃 料

オ イ ル

冷 却 水

ブ レ ー キ 液
ク ラ ッ チ 液
ウォッシャー液

使 用 燃 料
タ ン ク 容 量
指 定 オ イ ル
規 定 量
（交換時）

指 定 液
規 定 濃 度
規 定 量
（交換時リザーブ

）
指 定 液
指 定 液
タ ン ク 容 量

純正ウルトラｅクーラント

純正ウルトラブレーキフルード ３または ４

純正ウルトラブレーキフルード ３または ４

トランスミッション

タンク 含む

202

50%

Honda MTF-II

2.5

50

1.5

5.1

Honda

Honda DOT DOT

Honda DOT DOT

0.5

ウォッシャー液の量は、キャップに付
いているウォッシャー液レベルゲージ
により確認します。

ウォッシャー液の量の点検

キキャャッッププ

０１／０８／０６　１０：３２：１７　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０２　



×
×

ごと
以上タイヤの溝の深さ

位置交換時期（タイヤローテーション）

標準タイヤ

項 目 タイヤ空気圧 リムサイズ
（ ）

タイヤサイズ 前輪 後輪

シビック ２ドア
ハッチバック

名称 排気量（ ） 車体形状 乗車定員（人） タイプ

応急用スペアタイヤ

※

スチールホイール アルミホイール

203

5,000km
1.6mm

kPa kgf/cm

240 (2.4) 230 (2.3)
420 (4.2)

205/45R17 84W
T135/70D16 100M

17 7JJ
16 4T

1,998 4 TYPE R
cm

この車専用のホイールをお使いください。
専用以外のホイールを使うと、走行装置やブレーキ装置に支障をきたすおそれがあります。
ホイール交換に際しては、必ずホンダプリモ店にご相談ください。

※：

サービスデータ

０１／０８／０６　１０：３２：２７　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０３　



204

28
76

79
167 168

69
200

38
41

80
202
193
133
84

194
180

102
102
103
102
103
124

106
108
110
107
199

90
90

92
97
99
95
94
98

75

201
192
28
76
84
18

138
203
203
150
122
110
156

66 67
115

ABS

ABS

LSD
LSD

SRS
SRS

EPS

さくいん

イグニッション（エンジン）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

ウィンカー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

ウィンドー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パワーウィンドー ・

・・・・・・・・・・・・・・・マニュアルウィンドー ・
ウォッシャー液

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タンクの容量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・・運転席カップホルダー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・雨の日の運転 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アルミホイール ・

アンチロックブレーキシステム（ ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・装置について ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アンテナ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エアコン ・
・・・・・・・・・・・・・エアコンインデックス ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オートエアコン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調整 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト ・
（リミテッドスリップデフ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

エアバッグシステム
・・・・・エアバッグシステムのしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・お子さまを乗せるときは ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
エレクトリックパワーステアリング

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（ ）警告灯 ・
エンジンオイル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンキー（キー） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンのかけかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンブレーキ ・

応急用スペアタイヤ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・空気圧 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サイズ ・

・・・・・・・・・・・・・スペアタイヤについて ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オーディオ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オートエアコン ・

・・・・・・・・・・・・・オーバーヒートしたとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オドメーター ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・温度感知装置 ・

ア

イ

ウ

エ

オ

０１／０８／０６　１０：３２：３５　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０４　



205

66
175

15 55
134
13

184

28
77

114 121
182
132

70
75

197

144
147

138
139
140

168
200
140
141
132

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・外気温表示 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・外装の手入れ ・

・・・・・・・・・・学童用（ジュニア）シート ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・カップホルダー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・換気 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・寒冷時の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キー ・
・・・・・・・・・・・・・・・キー抜き忘れ警告ブザー ・

・・・・・・・曇り取り（デフロスター） ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・車にあった部品の使用 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・グローブボックス ・

警告灯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯類 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球切れの点検 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・経済走行 ・

けん引
・・・・・・・・・・・・・・・・・けん引されるとき ・

・・・・・・・・・・・故障車をけん引するとき ・

工具（ツール）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・種類 ・
・・・・・・・・・・・・・高速道路で故障したとき ・

後退灯（バックランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・故障したとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・故障の修理について ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小物入れ ・

さくいん

カ

キ

ク

ケ

コ

０１／０８／０６　１０：３２：４２　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０５　



206

198
53

130

65
76

186
199
65

138
203
203
150

168
200

186
184
190
192
175

78
69
78
78

166
200
124
132

65
89

104

42
44
45
50
73
57
52

100
101
128
142

126
170
200

114 121
148

168
200
72

176
15 55

182

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サービスデータ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・三点式シートベルト ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サンバイザー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水温計 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチの使いかた ・

・・・・・・・・・・・スノータイヤ（冬期タイヤ） ・
・・・・・・・・・スパークプラグ（点火プラグ） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スピードメーター ・
スペアタイヤ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・空気圧 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サイズ ・

・・・・・・・・・・・・・スペアタイヤについて ・

制動灯（ブレーキランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

積雪・寒冷時の取り扱い
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転するまえ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駐車するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・洗車 ・
前照灯（ヘッドライト）

・・・・・・・・・・・上向きと下向きの切り換え ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上向き表示灯 ・

・・・・・・・・・・・追い越し合図（パッシング） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・センターアンテナ ・

・・・・・・・・・センターコンソールボックス ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・速度計 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・速度範囲 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・その他の安全装備 ・

シート
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正しい運転姿勢 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フロントシート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤシート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・シートベルト ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ショルダーアンカー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・種類 ・
シートベルトプリテンショナー

・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・シガレットライター ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事故が起きたとき ・
室内灯（ルームランプ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・霜取り・曇り止め ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ジャッキの取り扱い ・

車幅灯（ポジションランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・充電警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・樹脂塗装部品 ・

・・・・・・・・・・ジュニア（学童用）シート ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・純正部品 ・

シートベルトプリテンショナーのしくみ

ソ

セ

サ

シ

ス
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207

73
28

185
48

192
141

202
66 67

179
150
203
151
203
186
188
65

188
88

15 55
58
60
58

21
190

71
190
86
46

35
73
34

114 121
199
158
160

164
200
172
49

ドア
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開閉警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・施錠・解錠 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドアミラー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・道路で動けなくなったとき ・
トランスミッション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイルの容量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・トリップメーター ・ ・

タイヤ
・・・・・・・・・位置交換（ローテーション） ・

・・・・・・・・・・・・・・・応急用スペアタイヤ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・空気圧 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サイズ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スノータイヤ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェーン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タコメーター ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェーン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・チェンジレバーの操作 ・

・・・・・・・・チャイルド（幼児用）シート ・ ・
・・・

・・・・・・・・・チャイルドシート固定専用バー ・
・・・・・・・・・・・・・チャイルドシート固定装置 ・

駐車
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・坂道 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チルトステアリング ・

テールゲート
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開閉 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開閉警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・施錠・解錠 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・デフロスター ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・点火プラグ ・

・・・・・・・・・・・・・・・電気系統が異常のとき ・
・・・・・・・・・・・電気装置が作動しないとき ・

電球（バルブ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・点検・整備について ・
・・・・・・・・・・・・・・・電動リモコンドアミラー ・

チャイルドシート固定機構付きシートベルト

さくいん

タ

チ

テ

ト

０１／０８／０６　１０：３２：５４　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０７　



208

177
196

36 202
36 202

65
73
36

71
190
86

129
194
69

79
167 168

200

138
139

47

192
158
200
130
38
28

187
148

169
200

174
15 55

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内装の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・夏場の取り扱い ・

燃料（ガソリン）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使用燃料 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タンク容量 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・燃料計 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・燃料残量警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・補給口 ・

パーキングブレーキ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・灰皿 ・

・・・・・・・・・・・ハイドロプレーニング現象 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハイビーム表示灯 ・

ハザードランプ（非常点滅表示灯）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

発炎筒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・発炎筒について ・
バックミラー（後写鏡）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
バッテリー

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・バッテリーあがり ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・容量 ・
・・・・・・・・・・・・・バニティミラー（化粧鏡） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パワーウィンドー ・
・・・パワードアロック（オートドアロック） ・

パンク
・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パンクしたとき ・
番号灯（ライセンスランプ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日常の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・乳児用（ベビー）シート ・ ・

ナ

ネ

ハ

ニ

０１／０８／０６　１０：３２：５９　３０Ｓ５Ｔ６００　０２０８　



209

78
69
78
78

166
200

15 55

83
203
177

79
167 168

69
200
32

72
118

79
167 168

200

168
200
160
68

107
140
37

199

71
187
18
44

PGM-FI ヘッドライト
・・・・・・・・・・・上向きと下向きの切り換え ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上向き表示灯 ・
・・・・・・・・・・・追い越し合図（パッシング） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・ベビー（乳児用）シート ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホーンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホイールサイズ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・芳香剤 ・
方向指示器

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ボンネット ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒーター ・

非常点滅表示灯（ハザードランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

尾灯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒューズ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・
・・・・・・・・・・・踏切で動けなくなったとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フューエルリッド ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プラグ ・

ブレーキ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倍力装置 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フロントシート ・

さくいん

ヒ

フ

ヘ

ホ
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210

78
78

160

47

202
193
177

90
90

203
49
45
82

15 51

71

64

23

48
47

127
170
200
41

202
88

137

LSD
LSD LSD

・・・・・・・・・・・・・ライト消し忘れ警告ブザー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ライトスイッチ ・

・・・・・・・・・・・ライト類が点灯しないとき ・

・・・・・・・ルームミラー（防眩式室内後写鏡） ・

冷却水（ラジエーター液）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水量 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・レザークリーナー ・

リミテッドスリップデフ（ ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ（ ） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リムサイズ ・
・・・・・・・リモートコントロールドアミラー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤシート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤデフロスター ・

・・・・・・・・幼児用（チャイルド）シート ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・油圧警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・メーター（計器類） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・無線装置 ・

ミラー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドアミラー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ルームミラー ・

マップランプ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・マニュアルウィンドー ・
マニュアルトランスミッション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェンジレバー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・万一のとき ・

マ

ミ

ム

メ

ユ

ラ

リ

ル

レ

ヨ

０１／０８／０６　１０：３３：１５　３０Ｓ５Ｔ６００　０２１０　



211

80
185
176

ワイパー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ワックスがけ ・

さくいん

ワ

０１／０８／０６　１０：３３：１８　３０Ｓ５Ｔ６００　０２１１　



212

HFC-134a

PGM-FI
PRESS

SRS
SRS

ABS
ABS

A/C

ELR
ELR ALR
EPS

INT
ISO FIX

LSD
LSD

MT

196

72
57

92
97
99
95
94
98

200

102
102
103
103

108
110
107
199

52
52

75

81

60

90
90

202
88

・・・・・・・・・・・・（エアコン冷媒） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・（シートベルトバックル） ・

エアバッグシステム
・・・・・エアバッグシステムのしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・お子さまを乗せるときは ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・Ｗ数（ライト類の電球のワット数） ・

（アンチロックブレーキシステム）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

（エアコン）
・・・・・・・・・・・・・エアコンインデックス ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オートエアコン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト ・

・・・・・・・・・・・付き三点式シートベルト ・
・・・・・・・ 付き三点式シートベルト ・

（エレクトリックパワーステアリング）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（間欠ワイパー） ・
デザータイプ

・・・・・・・・・・・チャイルドシート固定装置 ・

（リミテッドスリップデフ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

（マニュアルトランスミッション）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェンジレバー ・

Ａ

Ｈ

Ｉ

Ｌ

Ｍ

Ｐ

Ｓ

Ｗ

Ｅ
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216

FAX

Honda FAX

本田技研工業株式会社 お客様相談センター
受付時間 ９：００～１２：００ １３：００～１７：００
〒１０７８５５６ 東京都港区南青山２－１－１

お問い合わせ、ご相談は、お買い求めのプリモ店もしくは全国共通のフリーダイヤ
ルで下記のお客様相談センターがお受け致します。

・所在地、電話番号が変更になることがありますのでご了承ください。

販売店のご案内、カタログのご注文、車の手続き、税金、保険、車種別主要諸元、装備、価

格については ２４時間 インフォメーションをご用意しておりますのでご利用くださ

い。

フリーダイヤル ０１２０１１２０１０
インフォメーション ０３５４１２２３８８

イ イ フ レ アイオ

０１／０８／０６　１０：３３：３６　３０Ｓ５Ｔ６００　０２１６　



76

158

156

78

77

85

Honda JAF

ハンドルを左右に動かしながらキーを回してください。

ガソリンが入っていますか。（メーター内の燃料計で確認してください。）
バッテリーがあがっていませんか。

ブレーキパッドが摩耗して使用限界になっているおそれがあります。
（ホンダプリモ店で点検を行ってください。）

オーバーヒートのおそれがあります。
（安全な場所に停車して、エンジンを冷やしてください）

販売店または へご連絡ください。

ライトを消し忘れたままになっていませんか。

キーをエンジンスイッチに差し込んだままになっていませんか。

クラッチペダルをいっぱいに踏み込んでいますか。

エンジンスイッチ → ページ

バッテリーあがりのとき → ページ

オーバーヒートしたとき → ページ

ライト消し忘れ警告ブザー → ページ

キー抜き忘れ警告ブザー → ページ

クラッチ スタートシステム → ページ

こんなことでお困りのとき

●キーが回せない

●エンジンがかからない

●走行中にブレーキを踏むと金属的な摩擦音がする

●エンジンルームから蒸気が立ちのぼっている
●水温計の針が“Ｈ”の目盛に入った

●キーを閉じ込めてしまった

●ドアを開けるとブザーが鳴る

“０”から“Ｉ”に回らないとき
・

・
・

・

・

・

・

・

・
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